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調
査
活
動
報
告
常
民
文
化
研
究
　
第
二
巻（
二
〇
二
三
）

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
現
在
の
鎌
倉
地
域
の
妙
見
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を
民
俗
学
的
な

視
点
か
ら
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

妙
見
信
仰
は
北
極
星
や
北
斗
七
星
を
神
格
化
し
た
信
仰
で
あ
る
。
古
代
、
中

近
東
の
遊
牧
民
や
漁
民
に
信
仰
さ
れ
た
北
極
星
や
北
斗
七
星
へ
の
信
仰
は
、
や

が
て
中
国
に
伝
わ
り
天
文
道
や
道
教
と
混
じ
り
合
い
、
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
妙
見
菩
薩
へ
の
信
仰
と
な
り
、
中
国
、
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
人
に
よ
り
日
本
に

伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
仏
教
と
と
も
に
あ
る
い
は
仏
教
渡
来
か
ら
あ
ま
り
時

を
前
後
し
な
い
で
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
妙
見
信
仰
は
、
日
本
で
は
天
文
道
、
密
教
、
道

教
、
陰
陽
道
、
神
道
な
ど
複
雑
な
背
景
が
認
め
ら
れ
る
。
日
本
の
妙
見
信
仰
は

妙
見
菩
薩
に
祈
る
信
仰
で
あ
る
が
、
同
一
の
仏
神
で
あ
り
な
が
ら
形
を
変
え
時

代
に
沿
っ
た
信
仰
形
態
を
展
開
し
て
き
た
と
い
え
る
。

　

奈
良
・
平
安
時
代
に
は
執
政
の
中
心
で
あ
る
公
家
の
間
で
護
国
の
仏
神
、
王

者
為
政
の
教
導
神
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ
、
武
士
が
台
頭
す
る
と
武
士
の
間
で

守
護
神
や
武
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
世
以
降
民
衆
へ
と
広

ま
っ
た
妙
見
信
仰
は
、
地
域
社
会
の
信
仰
も
取
り
入
れ
次
第
に
多
彩
な
様
相
を

定
着
さ
せ
日
本
各
地
に
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
で
述
べ
る
「
鎌
倉
地
域
」
と
は
現
在
の
鎌
倉
市
域
を
指
す
も
の
と
す
る
。

ま
た
本
稿
で
は
、
妙
見
神
、
妙
見
菩
薩
、
妙
見
尊
を
妙
見
と
表
現
し
、
こ
の
三

様
の
区
別
に
つ
い
て
は
明
確
に
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

　

鎌
倉
の
妙
見
に
つ
い
て
は
、
丸
井
敬
司
が
「
鎌
倉
幕
府
と
妙
見
信
仰
―
鎌
倉

幕
府
で
行
な
わ
れ
た
尊
星
王
法
に
つ
い
て
―
」［2004

］
の
中
で
、『
吾
妻
鏡
』

の
記
事
に
基
づ
き
鎌
倉
幕
府
が
行
っ
た
尊そ
ん

星し
ょ
う

王お
う

法
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か

ら
詳
細
に
分
析
し
、
尊
星
王
法
の
伝
来
と
普
及
の
有
様
、
鎌
倉
幕
府
が
行
っ
た

修
法
な
ど
、
尊
星
王
法
を
含
む
妙
見
信
仰
の
発
展
・
変
容
の
状
況
を
考
察
し
て

い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
社
会
は
妙
見
を
尊
び
北
斗
を
拝
す
風
潮
の
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
が
、
北
斗
法
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。

―
鎌
倉
幕
府
で
行
わ
れ
た
北
斗
法
と
鎌
倉
地
域
の
安
倍
晴
明
の
軌
跡

―

小
村
　
純
江

民
俗
学
的
視
点
か
ら
み
た
鎌
倉
地
域
の
妙
見
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伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
改
め
て
整
理
し
、
現
在
の
人
々
に
投
げ
か
け
る
意
味
を

探
る
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
地
域
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
山
ノ
（
（
（
内
地
域
に

安
倍
晴
明
の
軌
跡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
三
つ
目
は
、
こ
の
二
つ
の
調
査
結
果
か
ら
、
現
在
の
鎌
倉
地
域
の
妙

見
の
位
置
付
け
と
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。

　

鎌
倉
の
妙
見
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
き
っ
か
け
は
、
妙
見
に
つ
い
て
、
あ

る
地
方
や
限
定
さ
れ
た
祭
祀
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、

鎌
倉
地
域
の
妙
見
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
気

付
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
は
、
妙
見
菩
薩
を
篤
信
し
た
重
臣
千
葉

常
胤
の
館
に
客
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
千
葉
氏
の
氏
寺
北
斗
山
金
剛
授
寺
（
現
在

の
千
葉
神
社
）
に
妙
見
を
拝
し
た
こ
と
や
千
葉
常
胤
か
ら
贈
ら
れ
た
妙
見
の
一

手
鏑
矢
な
る
も
の
を
常
に
枕
頭
に
お
い
て
寝
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
所
伝
［
中

西

2008

：137

］
等
、
妙
見
に
関
心
が
篤
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
俗
伝
が
あ
り
、

鎌
倉
地
域
の
歴
史
的
資
料
の
中
に
は
妙
見
と
の
関
連
が
推
察
で
き
る
北
斗
堂
、

北
斗
法
、
尊
星
王
法
な
ど
の
語
句
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
鎌
倉
山
ノ
内
地
域
に

は
、
妙
見
と
の
関
連
が
推
察
で
き
る
「
安
倍
晴
明
の
石
碑
」
や
「
晴
明
石
」
な

ど
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
中
世
の
鎌
倉
に
お
い
て
妙
見
は
何
ら
か

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

佐
野
賢
治
が
「
妙
見
信
仰
の
展
開
を
知
る
こ
と
は
日
本
民
族
の
民
俗
性
を
知

る
手
掛
か
り
に
も
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
」［
佐
野

1994

：1‌6

］
と
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
現
在
の
生
活
の
中
に
お
け
る
妙
見
の
位
置
付
け
と
地
域
に
及

ぼ
す
影
響
を
探
り
、
現
代
社
会
の
中
で
妙
見
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

　

中
西
用
康
は
『
妙
見
信
仰
の
史
的
考
察
』［2008

］
の
中
で
、
源
頼
朝
に
よ

る
武
家
政
権
の
誕
生
に
伴
い
、
こ
の
時
代
に
行
わ
れ
た
政
子
の
意
向
が
強
く
反

映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
鶴
岡
八
幡
宮
の
北
斗
堂
の
建
立
、
将
軍
頼
経
の
大
倉

北
斗
堂
の
建
立
を
根
拠
に
、
頼
朝
と
鎌
倉
武
士
の
北
斗
妙
見
信
仰
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。

　

鎌
倉
地
域
に
お
け
る
、
妙
見
と
の
関
連
が
推
察
で
き
る
安
倍
晴
明
に
関
わ
る

研
究
で
は
、
湯
山
学
が
「
晴
明
石
の
謎
―
鎌
倉
山
ノ
内
の
内
と
外
―
」［1999

］

の
中
で
、
晴
明
の
軌
跡
を
歴
史
的
視
点
か
ら
克
明
に
調
査
・
分
析
し
、
晴
明
石

の
伝
承
を
発
端
と
し
て
鎌
倉
山
ノ
内
地
域
の
内
と
外
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
様

相
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
史
は
、『
吾
妻
鏡
』
な
ど
の
歴
史
的
文
献
を
基
に
尊
星
王
法

や
北
斗
法
の
視
点
か
ら
鎌
倉
幕
府
が
行
っ
た
妙
見
信
仰
そ
し
て
安
倍
晴
明
の
伝

承
に
関
わ
る
歴
史
的
な
見
解
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
現
在
の
鎌
倉
の
日
常

生
活
の
中
に
み
ら
れ
る
妙
見
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
鎌
倉
幕
府
で
行
わ
れ
た
北
斗
法
と
鎌
倉
地
域
の
安
倍
晴

明
の
軌
跡
を
基
に
鎌
倉
地
域
の
妙
見
に
つ
い
て
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
考
え
て

い
く
こ
と
と
し
、
三
つ
の
課
題
を
設
定
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
鎌
倉
幕
府
が
行
っ
た
北
斗
法
の
修
法
を
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
調
査

し
、
当
時
の
世
相
を
背
景
に
、
そ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ

る
。
現
在
、
鎌
倉
地
域
で
は
、
文
献
資
料
か
ら
三
か
所
の
北
斗
堂
の
痕
跡
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
斗
堂
で
は
、
北
斗
法
、
尊
星
王
法
な
ど
妙
見
と
関
わ

り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
修
法
も
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
鎌
倉
地
域
の
安
倍
晴
明
の
軌
跡
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で



表 1　鎌倉地域に伝わる形ある妙見

市文化財4点

①青蓮寺 北斗曼荼羅図
②本興寺 木造妙見菩薩立像
③妙法寺 木造清正公坐像〔胎内納入品に木造妙見菩薩立像〕
④妙法寺 木造九曜星立像 八軀〔一軀は新しく制作し現在は九軀〕

石碑等3点
①大倉稲荷参道入口：「妙見大菩薩」と刻まれた石碑（写真1）
②名越大黒堂境内：「北斗尊星」と刻まれた石碑（写真2）
③八雲神社（西御門）本殿裏：「妙見大菩薩」と刻まれた石碑（写真3）

寺社等1点 ①妙伝寺：寛永2（1625）年創建。昭和49（1974）年東京都文京区白山から
　鎌倉に移転。現在の本尊は日蓮坐像だが旧は妙見北辰菩薩像
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い
る
の
か
を
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
日
本
人
の
民
族

性
そ
し
て
歴
史
書
の
中
に
語
ら
れ
て
い
な
い
民
族
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

鎌
倉
地
域
の
妙
見
に
つ
い
て
は
、「
現
在
の
鎌
倉
地
域
に
お
け
る
妙
見
―
民

俗
学
的
視
点
か
ら
」［
小
村

2021

］
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

現
在
、
鎌
倉
地
域
で
は
「
形
あ
る
妙
見
」
と
し
て
市
文
化
財
四
点
、
石
碑
等

三
点
、
寺
院
一
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
1
）。

　

こ
れ
ら
八
点
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
日
蓮
宗
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え
ら
れ

た
妙
見
、
あ
る
い
は
民
衆
の
生
活
の
中
に
民
俗
信
仰
と
し
て
育
ま
れ
て
き
た
妙

見
の
痕
跡
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
中
世
武
家
社
会
で
信
仰
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

妙
見
は
現
存
し
て
お
ら
ず
具
体
的
な
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

文
献
資
料
か
ら
そ
の
存
在
を
推
察
で
き
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在

の
生
活
の
中
に
伝
わ
る
風
習
、
言
い
伝
え
等
の
中
に
も
妙
見
の
伝
承
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
の
妙
見
の
痕
跡
や
中
世
の

妙
見
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
る
事
象
が
残
さ
れ
て
い
る
現
在
の
鎌
倉
地
域
に
、

民
俗
学
的
視
点
か
ら
み
た
妙
見
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の

結
論
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
足
利
公
方
成
氏
が
茨
城
県
の
古
河
へ

渡
座
す
る
と
と
も
に
文
化
も
信
仰
も
悉
く
古
河
へ
移
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、

大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
中
世
武
家
社
会
で
信
仰
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
妙
見

は
民
衆
に
浸
透
す
る
以
前
に
、
伝
え
る
場
も
伝
承
者
も
鎌
倉
か
ら
突
然
姿
を
消

し
て
し
ま
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
、
本
稿

で
は
、
民
俗
学
的
視
点
か
ら
み
た
鎌
倉

の
妙
見
に
つ
い
て
別
の
観
点
か
ら
行
っ

た
調
査
、
妙
見
の
視
点
に
基
づ
く
「
鎌

倉
幕
府
で
行
わ
れ
た
北
斗
法
」
と
「
鎌

倉
地
域
の
安
倍
晴
明
の
軌
跡
」
の
二
点

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

今
回
の
調
査
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
記

事
に
基
づ
い
て
述
べ
た
事
象
が
数
多
く

あ
る
。

　
『
吾
妻
鏡
』
は
、
現
存
部
分
は
欠
巻

一
巻
を
含
め
五
二
巻
。
治
承
四
（
一
一

八
〇
）
年
四
月
以
仁
王
、
源
頼
政
の
挙

兵
か
ら
、
文
永
三
（
一
二
六
六
）
年
七

月
前
将
軍
宗
尊
親
王
の
京
都
送
還
ま
で
、

約
八
七
年
間
の
鎌
倉
幕
府
六
代
の
将
軍

の
年
代
記
で
あ
る
。
記
事
の
内
容
は
、

鎌
倉
幕
府
の
動
き
や
東
国
の
情
勢
、
御

家
人
の
在
り
方
な
ど
が
中
心
で
中
間
に

一
〇
年
分
の
欠
落
が
あ
る
が
、
鎌
倉
時

代
の
基
本
史
料
で
あ
り
、
当
時
の
妙
見

に
つ
い
て
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
考
え



写真 1（右上）　�‌大倉稲荷参道にある「妙見大
菩薩」と彫られた石碑

写真 2（左下）　�‌名越大黒堂境内にある「北
斗尊星」と彫られた石碑

写真 3（右下）　�‌八雲神社（西御門）本殿裏
にある「妙見大菩薩」と彫
られた石碑～主銘の上に北
斗七星が彫られている
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る
一
面
を
示
す
資
料
と
し
て
、
こ
こ
で
は
新
訂
増
補
国
史
大
系

版
『
吾
妻
鏡
』
に
依
拠
す
る
『
現
代
語
訳
吾
妻
鏡
』
1
～
16

［
五
味
・
本
郷
・
西
田
編2007

～2015

］
を
使
用
し
た
。

一　

�『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
の
陰
陽
道
と
北
辰

北
斗
信
仰
、
鎮
宅
霊
符
信
仰

　

調
査
内
容
を
報
告
す
る
前
に
、『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
の
武
家

政
権
の
背
景
に
あ
る
信
仰
、
具
体
的
に
は
陰
陽
道
、
北
辰
北
斗

信
仰
、
鎮
宅
霊
符
信
仰
な
ど
に
つ
い
て
妙
見
の
視
点
か
ら
概
括

す
る
。

1
　
日
本
で
の
陰
陽
道
の
成
立

　

古
代
中
国
で
成
立
し
た
陰
陽
五
行
説
は
五
～
六
世
紀
ご
ろ
日

本
に
伝
わ
っ
た
。
そ
し
て
「
日
本
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
民
間
の

呪
術
的
信
仰
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
に
中
国
の
陰
陽
、
五
行
、
易
、

卜ぼ
く

筮ぜ
い

、
緯
書
、
天
文
や
神
仙
な
ど
の
思
想
、
暦
術
や
占
星
術
、

お
よ
び
一
部
の
道
教
の
信
仰
ま
で
も
加
え
て
成
立
し
た
、
呪
術

的
傾
向
の
強
い
方
術
」［
窪

1994

：328

］
と
考
え
ら
れ
る
陰

陽
道
と
し
て
日
本
独
自
に
発
展
し
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
宮
廷

貴
族
た
ち
の
信
仰
を
集
め
た
。
こ
の
中
の
占
星
術
が
星
の
信
仰

と
し
て
陰
陽
道
の
中
心
的
思
想
を
形
成
し
民
間
に
も
広
ま
っ
た

と
い
う
。
星
は
、
日
本
で
は
人
を
守
っ
て
く
れ
る
あ
り
が
た
い
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星
の
退
散
、
治
病
、
安
産
な
ど
を
祈
願
し
た
。
こ
の
三
つ
の
修
法
は
天
皇
が
営

ま
せ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
や
が
て
鎌
倉
時
代
に
入
り
承
久
三
（
一

二
二
一
）
年
の
「
承
久
の
乱
」
以
降
に
は
、
鎌
倉
幕
府
も
こ
れ
ら
の
修
法
を
行

う
よ
う
に
な
り
、
月
蝕
や
元
寇
の
際
に
も
北
斗
堂
等
で
北
斗
法
が
修
さ
れ
て
い

る
。
室
町
時
代
に
も
除
災
等
を
目
的
と
し
て
将
軍
が
北
斗
法
を
修
さ
せ
て
い
る
。

　

北
斗
法
は
、
北
斗
供
、
北
斗
七
星
法
と
も
い
い
、
一
字
頂
輪
王
を
本
尊
と
し
、

息
災
延
命
、
天
変
地
妖
等
の
除
災
の
た
め
に
北
斗
七
星
を
供
養
す
る
日
本
独
自

の
密
教
の
修
法
で
あ
る
。『
星
の
文
化
史
事
典
』
に
は
「『
北
斗
七
星
護
摩
秘
要

儀
軌
』
他
の
経
典
に
も
と
づ
い
た
日
本
独
自
の
北
斗
七
星
信
仰
の
儀
式
の
一
つ

で
あ
り
、
宮
廷
で
は
九
六
〇
年
に
行
な
わ
れ
た
と
あ
る
の
が
最
も
古
い
記
録
で

あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
［
出
雲

2012

：342

］。
壇
を
設
け
、
北
斗
曼
荼

羅
（
星
曼
荼
羅
）
を
掲
げ
て
供
養
す
る
。「
北
斗
曼
荼
羅
は
、
北
斗
法
が
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日
本
の
密

教
の
曼
荼
羅
」［
出
雲

2012

：342

］
で
、「
天
台
は
円
曼
荼
羅
、
東
寺
は
方

曼
荼
羅
を
用
い
た
。
星
曼
荼
羅
は
中
央
に
北
斗
七
星
、
そ
の
外
側
に
十
二
宮
、

更
に
そ
の
外
側
に
二
十
八
宿
を
配
し
、
い
ず
れ
も
絵
図
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

仏
教
宇
宙
観
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
」［
金
指

1974

：190

］。

　

尊
星
王
法
は
、「
北
辰
を
妙
見
菩
薩
の
化
身
と
し
て
護
摩
を
た
い
て
祈
る
修

法
」
で
あ
り
［
出
雲

2012

：202

］、
天
台
宗
寺
門
派
で
は
妙
見
菩
薩
を
尊
星

王
と
呼
び
尊
星
王
法
が
特
別
な
修
法
と
さ
れ
た
。

　

妙
見
供
は
、
一
字
頂
輪
王
の
代
わ
り
に
妙
見
菩
薩
を
中
心
に
北
斗
七
星
、
二

十
八
宿
な
ど
を
配
し
た
曼
荼
羅
を
懸
け
、
妙
見
を
供
養
す
る
修
法
で
あ
る
。

　

北
斗
法
は
、
多
く
は
北
斗
堂
で
修
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
北
斗
堂
は
北
斗
七

存
在
と
し
て
受
容
さ
れ
た
が
、
彗
星
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
現
は
凶
事
の
前
兆

と
さ
れ
、
鎌
倉
幕
府
で
は
彗
星
除
去
の
た
め
の
様
々
な
祈
禱
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

陰
陽
道
で
は
、
ま
た
日
を
忌
む
方
位
・
方
角
の
吉
凶
に
あ
た
っ
て
は
、
往お
う

亡も
う

日に
ち

、
（
（
（

坎か
ん

日に
ち

、
（
（
（

鬼
（
（
（

門
な
ど
に
注
意
を
払
い
、
邪
気
を
払
う
秘
法
の
一
つ
と
し
て
、

禹う

歩ほ

法（（
（

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

2
　
日
本
で
の
北
辰
北
斗
信
仰

　

中
国
で
は
、
北
極
星
は
北
辰
と
よ
ば
れ
、
北
極
星
を
神
と
し
て
祭
る
信
仰
を

北
辰
信
仰
と
い
っ
た
。
北
極
星
は
、
多
く
の
星
の
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
天
帝

太
一
神
の
居
所
を
も
意
味
す
る
高
貴
な
星
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、
北
斗
七
星
は
、

天
帝
の
乗
物
つ
ま
り
天
帝
の
権
威
の
象
徴
そ
し
て
人
々
の
生
死
禍
福
を
司
る
神

と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
た
。

　

中
国
で
信
仰
さ
れ
た
北
辰
北
斗
信
仰
の
日
本
へ
の
伝
来
時
期
は
明
確
で
は
な

い
が
、
早
く
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
北
辰
北
斗
信
仰

は
、
星
の
信
仰
の
代
表
と
し
て
陰
陽
道
と
同
時
に
密
教
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
妙

見
菩
薩
を
祀
る
妙
見
信
仰
と
し
て
展
開
し
、
妙
見
堂
や
妙
見
社
が
各
地
に
建
て

ら
れ
て
い
っ
た
。

　

平
安
時
代
の
日
本
で
は
次
第
に
北
斗
七
星
を
北
辰
と
混
同
す
る
よ
う
に
な
り
、

北
極
星
、
北
斗
七
星
は
と
も
に
北
辰
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

北
辰
を
東
密
（
真
言
宗
系
）
で
は
妙
見
菩
薩
、
台
密
（
天
台
宗
系
）
で
は
尊
星

王
と
よ
び
、
そ
の
修
法
を
東
密
で
は
北
斗
法
、
台
密
で
は
尊
星
王
法
と
い
う
。

こ
の
時
代
、
朝
廷
は
北
斗
法
、
尊
星
王
法
、
妙
見
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
妙
見
供

な
ど
の
修
法
を
盛
ん
に
行
い
、
除
災
、
天
変
地
異
の
鎮
め
、
国
土
の
安
寧
、
彗
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御
中
主
尊
や
国
常
立
尊
等
諸
神
仏
と
習
合
し
、
陰
陽
道
を
は
じ
め
日
本
の
信
仰

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

鎌
倉
時
代
、
陰
陽
道
の
担
い
手
で
あ
る
陰
陽
師
は
鎮
宅
霊
符
神
を
篤
く
崇
拝

し
、
鎌
倉
幕
府
の
将
軍
の
た
め
に
祭
祀
や
祈
禱
を
執
り
行
っ
た
。

　

妙
見
を
祀
る
寺
社
で
は
現
在
も
鎮
宅
霊
符
を
授
与
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

鎮
宅
霊
符
信
仰
の
影
響
を
受
け
た
妙
見
は
中
世
社
会
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
察
せ
ら
れ
る
。

4
　
陰
陽
師
と
鎌
倉
幕
府

　
『
吾
妻
鏡
事
典
』
に
は
中
世
の
陰
陽
師
に
つ
い
て
、「
天
災
な
ど
の
自
然
現
象
、

怪
異
と
い
っ
た
超
自
然
現
象
は
、
為
政
者
に
対
す
る
天
の
評
価
と
考
え
ら
れ
た

た
め
、
特
殊
な
技
能
を
持
つ
者
の
手
に
よ
っ
て
そ
の
神
意
を
量
り
為
政
者
は
そ

れ
に
沿
っ
た
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
占
い
を
主
に
司
っ
た
の

が
陰
陽
師
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
［
佐
藤
・
谷
口
編

2007

：237

］。

陰
陽
道
に
携
わ
る
陰
陽
師
は
、
朝
廷
の
中
務
省
陰
陽
寮
に
属
し
「
六り
く

壬じ
ん

式し
き

占せ
ん

で

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
や
怪
異
現
象
を
占
い
、
天
皇
や
貴
族
は
そ
の
占
文
に
従
っ
て

物
忌
を
行
い
、
厄
難
を
除
く
祭
祓
を
修
し
た
」
と
い
う
［
福
田
ほ
か
編

1999

：298

］。「
平
安
時
代
中
期
に
は
、
陰
陽
博
士
賀
茂
忠
行
、
保
憲
父
子
が

出
て
、
陰
陽
師
を
世
襲
化
し
、
賀
茂
家
に
暦
道
を
伝
え
た
。
そ
の
高
弟
の
天
文

博
士
安
倍
晴
明
（
九
二
一
～
一
〇
〇
五
）
は
、
伝
説
的
な
方
術
の
達
人
で
、
式

神
（
鬼
神
）
異
類
を
思
い
の
ま
ま
に
駆
使
し
て
、
異
変
を
予
知
し
、
予
言
し
た

と
さ
れ
る
」［
村
上

1988

：4‌9

］。
安
倍
晴
明
の
占
い
や
予
言
を
た
た
え
た
説

話
は
『
今
昔
物
語
集
』『
古
今
著
聞
集
』
に
も
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
家

星
を
祀
る
堂
で
貪
狼
星
、
巨
門
星
、
祿
存
星
、
文
曲
星
、
廉
貞
星
、
武
曲
星
、

破
軍
星
の
七
星
を
本
尊
と
し
て
祀
り
加
持
祈
禱
を
行
う
施
設
と
い
う
べ
き
も
の

で
、
堂
供
養
に
も
北
斗
法
が
修
さ
れ
た
。
白
河
院
の
時
代
、
多
く
の
北
斗
堂
が

建
立
さ
れ
た
が
、
源
実
朝
や
北
条
政
子
も
北
斗
を
信
仰
し
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
境

内
に
北
斗
堂
を
建
立
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
北
斗
と
妙
見
に
つ
い
て
様
々
な
解
釈
が
行
わ
れ
、
妙
見
と
し
て
北

斗
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
斗
供
＝
妙
見
供
と
は

言
い
切
れ
な
い
が
、
北
斗
法
、
尊
星
王
法
、
妙
見
供
は
い
ず
れ
も
北
斗
七
星
を

供
養
す
る
修
法
で
あ
り
、
北
辰
北
斗
信
仰
は
妙
見
を
反
映
し
て
い
る
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

3
　
日
本
に
伝
来
し
た
鎮
宅
霊
符
信
仰

　
「『
鎮
宅
霊
符
』
と
は
、
図
の
中
央
に
真
武
神
（
鎮
宅
霊
符
神
）
が
描
か
れ
、

そ
の
周
囲
に
道
教
経
典
に
由
来
す
る
七
十
二
種
類
の
霊
符
（
お
札
）
が
ぎ
っ
し

り
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
」［
平
瀬

2013

：2‌1

］、
こ
の
霊
符
を
司
る
神

を
鎮
宅
霊
符
神
と
い
い
、
霊
符
を
使
っ
た
呪
法
に
よ
り
家
内
安
全
を
守
護
す
る
。

真
武
神
は
、
中
国
で
は
古
来
北
天
の
守
護
神
と
さ
れ
た
。
同
じ
よ
う
に
北
極
星
、

北
斗
七
星
に
対
す
る
尊
崇
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
仏
教
信
仰
の
中
の
妙
見
菩
薩

で
あ
る
。
金
指
正
三
は
「
鎮
宅
霊
符
神
は
す
な
わ
ち
妙
見
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
中
略
〕
仏
家
が
尊
崇
す
る
妙
見
菩
薩
を
、
陰
陽
家
は
鎮
宅
霊
符
神
と
し
て
崇

拝
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
［
金
指

1974

：171

］。

　

鎮
宅
霊
符
信
仰
の
日
本
へ
の
伝
来
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
中
世
初
期
と
も

い
わ
れ
る
。
新
し
い
道
教
思
想
と
し
て
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
、
妙
見
菩
薩
、
天
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は
、
天
文
道
を
伝
え
、
こ
の
の
ち
賀
茂
、
安
倍
両
家
が
陰
陽
道
を
独
占
的
に
支

配
し
鎌
倉
・
室
町
幕
府
に
も
奉
仕
し
た
。

　
『
吾
妻
鏡
事
典
』
に
は
ま
た
「
本
格
的
に
〔
鎌
倉
〕
幕
府
に
陰
陽
師
が
導
入

さ
れ
た
の
は
、
摂
関
家
の
子
弟
九
条
頼
経
が
四
代
将
軍
と
な
っ
て
か
ら
」
と
あ

る
［
佐
藤
・
谷
口
編

2007

：238

］。「
な
か
で
も
現
任
の
陰
陽
権
助
に
つ
く

安
倍
国
道
は
、〔
中
略
〕
鎌
倉
で
初
め
て
四
角
四
境
（
（
（
祭
を
行
い
都
市
鎌
倉
の
境

界
と
祭
祀
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
幕
府
内
に
お
け
る
鎌
倉
陰
陽
師
の
地

位
を
固
め
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。〔
中
略
〕
鎌
倉
陰
陽
師
の
職
掌
の
第
一
は
鎌

倉
殿
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
鎌
倉
殿
が
病
ん
だ
り
周
辺
で
怪
異
が
発
生

し
た
り
す
る
と
、
こ
れ
を
占
い
、
祭
祀
を
執
行
し
た
。
ま
た
、
鎌
倉
殿
の
行
動

や
諸
行
事
に
さ
い
し
て
日
時
や
方
角
の
吉
凶
を
具
申
し
た
」［
五
味
ほ
か
編

2016

：150

］。『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
、
陰
陽
師
の
呪
術
や
祈
禱
に
よ
っ
て
多
く

の
事
象
が
速
や
か
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

二　

鎌
倉
幕
府
で
行
わ
れ
た
北
斗
法

　

こ
こ
で
は
、
妙
見
を
反
映
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
北
斗
法
、
尊

星
王
法
、
妙
見
供
の
三
つ
の
修
法
の
う
ち
鎌
倉
幕
府
が
行
っ
た
北
斗
法
に
つ
い

て
、『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
か
ら
調
査
し
た
内
容
を
述
べ
て
い
く
。
北
斗
法
を
調

査
の
対
象
と
し
た
理
由
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

　

一
点
目
は
、
妙
見
菩
薩
の
密
教
修
法
で
あ
る
尊
星
王
法
は
丸
井
敬
司
の
「
鎌

倉
幕
府
と
妙
見
信
仰
―
鎌
倉
幕
府
で
行
な
わ
れ
た
尊
星
王
法
に
つ
い
て
―
」

［2004

］
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
妙
見
供
に
つ
い
て
は
『
吾
妻
鏡
』
の

中
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

二
点
目
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
（
一
一
八
〇
～
一
二
六
六
）
日
本
で
は
、
北

斗
と
妙
見
に
つ
い
て
様
々
な
解
釈
が
行
わ
れ
、
妙
見
と
し
て
北
斗
を
信
仰
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北

斗
供
＝
妙
見
供
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
北
斗
法
、
尊
星
王
法
、
妙
見
供
は
い

ず
れ
も
北
斗
七
星
を
供
養
す
る
修
法
で
あ
り
、
北
辰
北
斗
信
仰
は
妙
見
を
反
映

し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
に
あ
る

北
斗
法
は
妙
見
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

北
斗
法
の
修
法
は
主
に
北
斗
堂
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
最

初
に
鎌
倉
地
域
の
北
斗
堂
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1
　
鎌
倉
地
域
の
北
斗
堂

　

鎌
倉
地
域
に
は
、
一
二
〇
〇
年
代
に
雪
ノ
下
北
斗
堂
、
大
倉
北
斗
堂
、
甘
縄

北
斗
堂
の
三
つ
の
北
斗
堂
が
存
在
し
た
記
録
が
あ
る
が
（
図
1
）、
い
ず
れ
も

現
存
し
て
い
な
い
。

　

源
実
朝
や
北
条
政
子
は
北
斗
を
信
仰
し
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
境
内
に
北
斗
堂
を

建
立
し
て
お
り
、
ま
た
鎌
倉
時
代
に
は
月
蝕
や
元
寇
の
際
に
も
北
斗
堂
等
で
北

斗
法
が
修
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）
雪
ノ
下
北
斗
堂
（
鎌
倉
市
雪
ノ
下
、
図
1
の
★
1
）

　
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』（
以
下
『
相
模
風
土
記
』
と
記
す
）『
新
編
鎌
倉
志
』

『
鎌
倉
攪
勝
考
』『
吾
妻
鏡
』『
鶴
岡
八
幡
宮
寺
』
等
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が

分
か
る
。



図 1　鎌倉地域の北斗堂の位置
「鎌倉」（鎌倉市市民生活部観光課編集・発行　2018 年 6 月）の地図「歩いてふれよう古都“鎌倉”」の一部分に、筆者が ★① 、 ★② 、 ★③ を加筆した⇒ ★①：雪ノ下
北斗堂、 ★②：大倉北斗堂、 ★③：甘縄北斗堂

常
民
文
化
研
究
　
第
2巻
（
20
23
） 72



民俗学的視点からみた鎌倉地域の妙見（小村）

73

（
3
）
甘
縄
北
斗
堂
（
鎌
倉
市
佐
助
、
図
1
の
★
3
）

　
『
相
模
風
土
記
』
第
四
巻
山
之
内
庄
大
町
村
条
の
佐
介
ヶ
谷
に
、
此
介
内
に

北
斗
堂
谷
な
ど
字
す
る
と
こ
ろ
あ
り
と
述
べ
ら
れ
［
蘆
田
編
集
校
訂

1998

：

283

］、
ま
た
山
之
内
庄
扇
ヶ
谷
村
条
に
「
北
斗
堂
蹟　

同
所
〔
佐
介
谷
〕
に
あ

り
」
と
あ
る
［
蘆
田
編
集
校
訂

1998

：341

］。『
吾
妻
鏡
』
弘
長
三
（
一
二
六

三
）
年
八
月
二
十
五
日
条
に
は
「
亥
の
刻
に
甘
縄
で
火
事
が
あ
っ
た
。
北
斗
堂

の
辺
り
の
民
家
が
多
く
被
災
し
た
と
い
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
［
五
味
・
本

郷
・
西
田
編
「
16
」2015

：5‌2

］。

　

当
時
の
甘
縄
は
、『
鎌
倉
の
地
名
由
来
辞
典
』
に
よ
る
と
「
現
在
の
長
谷
東

部
、
長
谷
観
音
前
交
差
点
よ
り
下
馬
交
差
点
方
向
へ
延
び
る
由
比
ガ
浜
大
通
り

の
う
ち
、
笹
目
町
辺
り
を
東
限
と
し
、
北
は
佐
助
・
無
量
寺
谷
ま
で
を
含
む
」

と
あ
り
［
三
浦
編

2005

：6‌

］、
古
く
は
現
在
の
鎌
倉
駅
の
西
・
西
北
・
西
南

地
域
を
含
む
広
い
地
域
で
佐
介
も
甘
縄
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
甘
縄
北
斗
堂
は
、
佐
介
ヶ
谷
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
、
弘
長
三
（
一
二
六
三
）
年
、
甘
縄
で
火
事
が
あ
り
北
斗
堂
辺
り
の
民
居

が
多
く
焼
け
た
と
い
う
こ
と
以
外
は
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

現
在
も
、
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
西
口
か
ら
西
へ
二
〇
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
な
る

が
、
銭
洗
弁
天
へ
向
か
う
坂
道
の
ふ
も
と
に
広
い
畠
が
あ
り
周
囲
が
住
宅
地
と

な
っ
て
い
る
辺
り
に
、
北
斗
堂
と
い
う
字
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。

2
　『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
た
北
斗
法

　

主
に
北
斗
堂
で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
北
斗
法
（
北
斗
供
、
北
斗
護
摩
、
北

斗
を
含
む
）
に
つ
い
て
、『
現
代
語
訳
吾
妻
鏡
』
1
～
16
［
五
味
・
本
郷
・
西

　

建
保
四
（
一
二
一
六
）
年
八
月
十
九
日
、
実
朝
の
祈
願
所
と
し
て
鶴
岡
宮

（
現
在
の
鶴
岡
八
幡
宮
）
の
傍
に
別
當
定
暁
僧
都
が
北
斗
堂
を
建
立
。
こ
の
日
に

供
養
を
行
っ
た
。
北
条
政
子
も
参
堂
し
て
い
る
。
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
と

永
仁
四
（
一
二
九
六
）
年
の
火
災
で
焼
失
、
応
永
中
（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）

に
再
興
さ
れ
た
。
天
正
の
修
理
図
（
天
正
一
九
〈
一
五
九
一
〉
年
）
に
は
、
今
の

祖
霊
社
の
辺
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
北
斗
堂
（
方
三
間
）
が
あ
る
が
、
寛
永
元

（
一
六
二
四
）
年
に
起
工
し
三
年
を
要
し
た
鶴
岡
八
幡
宮
寺
（
現
在
の
鶴
岡
八
幡

宮
）
の
修
造
で
消
滅
し
た
と
い
う
。

（
2
）
大
倉
北
斗
堂
（
鎌
倉
市
十
二
所
、
図
1
の
★
2
）

　
『
相
模
風
土
記
』『
新
編
鎌
倉
志
』『
鎌
倉
攪
勝
考
』『
吾
妻
鏡
』
等
か
ら
次
の

よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

　

四
代
将
軍
九
条
（
藤
原
）
頼
経
の
祈
願
所
と
し
て
嘉
禎
元
（
一
二
三
五
）
年

十
二
所
に
真
言
宗
寺
院
五
大
堂
を
建
立
し
、
五
大
明
王
の
像
を
堂
内
へ
安
置
し

て
明
王
院
と
号
し
た
。
こ
の
五
大
堂
の
建
立
地
は
、
当
初
二
階
堂
に
予
定
さ
れ

た
が
、
甘
縄
に
変
更
と
な
り
、
さ
ら
に
頼
経
の
御
所
か
ら
鬼
門
に
当
た
る
十
二

所
の
地
に
定
め
な
お
し
た
と
あ
る
。
現
在
、
明
王
院
五
大
堂
内
の
明
王
像
は
、

不
動
尊
一
体
だ
け
が
当
時
の
も
の
で
、
外
の
四
体
は
寛
永
年
中
（
一
六
二
四
～

一
六
四
四
）
に
焼
亡
し
、
そ
の
後
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仁
治
二
（
一
二

四
一
）
年
に
は
明
王
院
五
大
堂
の
郭
内
に
北
斗
堂
が
建
立
さ
れ
た
が
、
い
つ
の

日
か
廃
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。



鎌倉幕府が行った北斗法～『吾妻鏡』の記事から
資料Ａ―2

年 元号 年 月 日 目　的 修法 場所

⑰1236 嘉禎 2 9 13 天変に対する御祈禱として七壇の北斗護摩が行われた。【天変が出現してい
るため】

七壇の北
斗護摩

⑱1239 延応 元 8 10 天変の御祈禱などが行われた。【7月28日条に、7月11日以降、毎晩天変が出現
しているとの記述あり】 北斗護摩

尊
星
王
法

1240 延応 2 正 8

戌の刻に彗星が歳星に近づいた〔距離は二尺余り〕。今日、天変の御祈禱の護
摩が始められた。【正月2・4・7日に彗星出現。その後もたびたび出現、2月6日条に

「夜になって彗星が出現した。正月4日より今日に至るまで消えることがない」との
記述あり。2月14日収まる】

尊星王

⑲1240 延応 2 正 17

鶴岡（八幡）宮寺で百人の僧に命じて仁王百講が行われ、将軍家（藤原頼経）
が参られた。これは彗星の出現による。【正月2・4・7・8・9・11日に彗星出現。その
後もたびたび出現。2月6日条に「夜になって彗星が出現した。正月4日より今日
に至るまで消えることがない」との記述あり。2月14日収まる】

七壇の北
斗供

鶴岡（八
幡）宮寺

参
考
Ⅲ

1241 仁治 2 8 25

午の刻に〔新造の〕北斗堂の供養が行われた。将軍家（藤原頼経）〔御束帯・御
牛車〕が参堂された。曼陀羅供の儀である。（中略）今日の供奉人の行列（は
以下の通り⇒57名の名がある）。【この北斗堂は四代将軍藤原頼経が、五大
堂明王院のうちに建立したもので、俗に大倉北斗堂という】

大倉北斗
堂建立に
伴う供養

大倉北斗
堂

⑳1244 寛元 2 正 8 天変の御祈禱が行われた。【昨年12月29日に白虹が日をつらぬいた天変につい
て、祈禱などを始めるよう正月6日に命じた】 北斗法 尊星王

法

㉑1244 寛元 2 正 16

朝から戌の刻までまったく雲が無かった。月蝕の時刻になって、南西の方角から、
ちぎれ雲が現れ、たちまち全天を覆い、霧雨が頻りに降った。復末の時刻の後、
明るく澄み渡った月が早く現れた。（中略）隆弁法印は去る8日より明王院の北
斗堂に参籠し祈願していた。【天変の御祈禱】

（北斗法） 明王院北
斗堂

㉒1244 寛元 2 6 3 天変の御祈禱が行われた。【2日に、日照のため祈雨法を鶴岡八幡宮に命じた】北斗護摩 尊星王
法

尊
星
王
法

1245 寛元 3 10 9 今日、天変の御祈禱などが始められた。【天変が出現しているため】 尊星王
供

㉓1245 寛元 3 12 24 翌年正月1日の日蝕について、その審議が行われた。今日、御祈禱などが始めら
れた。【翌年正月１日に予測された日蝕は正現しなかった】 北斗護摩

尊
星
王
法

1247 宝治 元 5 9
左親衛（北条時頼）の御祈禱として尊星王護摩が始められた。【将軍頼嗣の御
台所（北条時頼の妹）が4月中旬から病（邪気）のため、祈禱や治療にその努力
が続けられてきたが、5月13日に18歳で亡くなった】

尊星王
護摩

㉔1250 建長 2 12 13
今日、相州（北条時頼）の妻室が着帯され、鶴岡の別当法印〔隆弁〕がこれに加
持を行った。（中略）また御祈禱などが始められた。【8月27日条に、相州（北条
時頼）の妻室の懐妊〔時宗を懐妊〕の記述あり】

北斗供

㉕1252 建長 4 6 19

祈雨を鶴岡別当法印隆弁に命じられた。清左衛門尉（清原）満定がその御教
書を持って御使者として、その雪下の本坊に赴いた。そこで（隆弁は）承知し、
申の刻になって（鶴岡）八幡宮の東の廊で北斗法を始めた。晩になって空がいく
らか曇ったという。これは去る10日に和泉前司（二階堂）行方を奉行として命じ
られたが、固辞していた。（そのため）昨日〔18日〕相州（北条時頼）が対面され、
親王家（宗尊）御下向の後は天下泰平・関東静謐であるが、旱魃の一事が既に
庶民の愁歎となっており、特に祈禱されるよう懇請されたという。【6月20日から23
日まで連日雨が降った】

北斗法
（鶴岡）八
幡宮の東
の廊

㉖1252 建長 4 7 28
相州（北条時頼）が北斗供を修された。これは妻室の懐妊〔宗政を懐妊〕の御
祈禱である。【10月3日条に、鶴岡の別当法印（隆弁）が、時頼の妻室の着帯の
加持を行った記述あり】

北斗供

㉗1260 文応 元 9 5
辰の刻に将軍家（宗尊）が沐浴された。（中略）また御所で北斗法〔七日間〕が
行われ、若宮別当僧正（隆弁）が奉仕した。【8月7日将軍家（宗尊）が赤痢の病
を患うが、20日ごろから快方に向かい、9月5日に沐浴】

北斗法
（七日間） 御所

尊
星
王
法

1266 文永 3 正 12 彗星の変異の御祈禱。【昨年12月14･18･27日、1266年正月1日に彗星出現】 尊星王
法

＊�『現代語訳吾妻鏡』1 ～ 8（五味文彦・本郷和人編　2007 ～ 2010　吉川弘文館）、『現代語訳吾妻鏡』9 ～ 16（五味文
彦・本郷和人・西田友広編　2010 ～ 2015　吉川弘文館）を基に筆者が作成。

＊�参考Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ：北斗堂建立に伴う供養。北斗法の記述はないが、参考Ⅰ ･ Ⅱは 1216 年の雪ノ下北斗堂の、参考Ⅲ
は 1241 年の大倉北斗堂の建立に伴う供養。

＊�尊星王法は妙見菩薩の密教修法の一つであることから、ここに併記したが、尊星王法のみが行われた条は で示
した。

＊㉑は、寛元 2（1244）年正月 8 日から引き続き北斗法が行われていたものと解釈した。
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鎌倉幕府が行った北斗法～『吾妻鏡』の記事から
資料Ａ―1

年 元号 年 月 日 目　的 修法 場所

参
考
Ⅰ

1216 建保 4 8 19
鶴岡（八幡）宮の側に別当の定暁僧都が北斗堂を建立し、今日、供養が行われ
た。小河法印忠快が導師を勤め、尼御台所（政子）が堂に入られた。【この北
斗堂は、俗に雪ノ下北斗堂という】

雪ノ下北
斗堂建立
に伴う供
養

雪ノ下北
斗堂

参
考
Ⅱ

1216 建保 4 10 29
将軍家（源実朝）の御願として、鶴岡（八幡宮）の北斗堂で、一切経供養が行
われた。導師は三位僧都定暁で、（実朝が）出かけられた。御台所（実朝室）が
牛車に同乗され、相州（北条義時）が付き従った。

雪ノ下北
斗堂建立
に伴う供
養

鶴岡（八
幡宮）の
北斗堂

①1223 貞応 2 9 10 天変の御祈禱が始められた。【このところ続けて天変が出現しているため】 北斗護摩 尊星王
護摩

②1224 貞応 3 10 16 天変の御祈が行われた。【天変が出現しているため】 北斗護摩

③1226 嘉禄 2 2 5 天変の御祈禱が行われた。【天変が出現しているため】 北斗供

④1226 嘉禄 2 8 7 天変・地震の御祈禱などが行われた。【6月26･27･28日、7月1日、8月1日（大きな
揺れ）に地震があった】 北斗

⑤1226 嘉禄 2 11 26 天変の御祈禱などが始められた。【天変が出現しているため】 北斗供

⑥1227 嘉禄 3 3 24 三合ならびに地震の御祈禱などが始められた。【3月7日に大地震、15日にも地
震があった】

五座北斗
護摩、北
斗供

⑦1227 嘉禄 3 4 29 （頼経の）御病気のため御祈禱が始められた。【将軍家（藤原頼経）は4月2日に
気分がすぐれず、その後も時おり病を発症。4月27日から少し快方に向かう】 北斗護摩 尊星王

護摩

⑧1227 嘉禄 3 9 9 天変の御祈禱が今日、始められた。【9月3日に大地震があった】 北斗供

⑨1227 嘉禄 3 11 24

（頼経が）御病気で特に苦しまれた。そこで再び御祈禱などが行われ、伊豆・箱
根・三島にそれぞれ奉幣が行われた。（中略）また秘法などが行われた。【11月
18日将軍家（藤原頼経）が病気になり23日に赤班の腫物が現れた。総じて先月
下旬から赤班の腫物が広がり、貴賤を問わず、上下が皆患い、京都も同様という。
将軍家（藤原頼経）は11月28日から快方に向かう】

北斗供

⑩1228 安貞 2 5 22 御祈禱などが始められた。【5月15日に大地震があった】 北斗供

⑪1228 安貞 2 10 30 （天変の）御祈禱などを始めた。【天変が出現しているため】 北斗供

⑫1229 安貞 3 3 1 今日、天変の御祈禱などが始められた。【2月5日に地震、17日に大地震があった】北斗供

⑬1232 寛喜 4 2 7
御台所（頼経室）が御病気で、今日の日中以降、たいそうお苦しみという。そこ
で御祈禱などが行われた。【2月13日、御台所（頼経室）の病は少しよくなり、23日
に沐浴】

北斗供

⑭1232 貞永 元 閏9 10 天変に対する御祈禱が始められたという。【閏9月4・8・9日に彗星のようなものが
出現、15日収まる】 北斗 尊星王

⑮1232 貞永 元 10 14 夜になって、天変に対する御祈禱として御所で七壇の北斗護摩が始められた。
【10月5日条に「先月28日より今朝に至るまで、彗星が連夜出現し」との記述あり】

七壇の北
斗護摩 御所

尊
星
王
法

1235 嘉禎 元 12 24

重ねて御祈禱を行うため、諸所の本宮で大般若経を転読させて御神楽を行うよ
う命じられ、担当者を付けられた。そこで、それぞれ使者を遣わした。（御祈禱を）
勤めさせるためである。【11月18日将軍家（藤原頼経）が病を発症し、12月18日
疱瘡が現れた気配あり。翌年正月9日沐浴。正月17･19日、2月1日に疱瘡の後
遺症の記述あり】

尊星王
護摩

鶴岡八幡
宮本宮

⑯1235 嘉禎 元 12 26

今朝の明け方、御所の南庭で如法泰山府君祭が行われた。（中略）今日、（頼
経が）少し御食事を召し上がられた。（中略）今日の夕方、御祈禱が始められた。

【11月18日将軍家（藤原頼経）が病を発症し、12月18日疱瘡が現れた気配あり。
翌年正月9日沐浴。正月17･19日、2月1日に疱瘡の後遺症の記述あり】

北斗護摩 御所の南
庭
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五
日
条
に
「
先
月
二
十
八
日
よ
り
今
朝
に
至
る
ま
で
、
彗
星
が
連
夜
出
現
し
」

と
の
記
述
あ
り

⑲
延
応
二
（
一
二
四
〇
）
年
一
月
一
七
日
〈
七
壇
の
北
斗
護
摩
〉⇒

正
月
二
・

四
・
七
・
八
・
九
・
一
一
日
に
彗
星
出
現
。
そ
の
後
も
た
び
た
び
出
現
。
二
月

六
日
条
に
「
夜
に
な
っ
て
彗
星
が
出
現
し
た
。
正
月
四
日
よ
り
今
日
に
至
る
ま

で
消
え
る
こ
と
が
な
い
」
と
の
記
述
あ
り
。
二
月
一
四
日
収
ま
る

【
祈
雨
】（
二
件
）

㉒
寛
元
二
（
一
二
四
四
）
年
六
月
三
日
〈
北
斗
護
摩
〉⇒

六
月
二
日
に
、
日
照

の
た
め
祈
雨
法
を
鶴
岡
八
幡
宮
に
命
じ
た

㉕
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
六
月
一
九
日
〈
北
斗
法
〉⇒

六
月
二
〇
日
か
ら
二

三
日
ま
で
連
日
雨
が
降
っ
た

【
日
蝕
】（
一
件
）

㉓
寛
元
三
（
一
二
四
五
）
年
一
二
月
二
四
日
〈
北
斗
護
摩
〉⇒

翌
年
正
月
一
日

に
予
測
さ
れ
た
日
蝕
は
正
現
し
な
か
っ
た

【
月
蝕
】（
一
件
）

㉑
寛
元
二
（
一
二
四
四
）
年
正
月
一
六
日
〈
北
斗
法
〉⇒

月
蝕
の
時
刻
に
ち
ぎ

れ
雲
が
現
れ
全
天
を
覆
い
、
霧
雨
が
頻
り
に
降
っ
た
。
復
末
の
時
刻
の
後
、
明

る
く
澄
み
渡
っ
た
月
が
現
れ
た

【
白
虹
が
日
を
つ
ら
ぬ
（
（
（
く
】（
一
件
）

⑳
寛
元
二
（
一
二
四
四
）
年
正
月
八
日
〈
北
斗
法
〉⇒

昨
年
一
二
月
二
九
日
に

白
虹
が
日
を
つ
ら
ぬ
い
た
天
変
に
つ
い
て
、
祈
禱
な
ど
を
始
め
る
よ
う
正
月
六

日
に
命
じ
た

【
そ
の
他
天
変
の
御
祈
禱
・
御
祈
】（
七
件
）

田
編

2007

～2015

］
を
基
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
で
あ

る
一
一
八
〇
年
か
ら
一
二
六
六
年
ま
で
の
八
七
年
間
に
、
鎌
倉
幕
府
で
は
二
七

回
北
斗
法
を
修
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
概
要
は
資
料
Ａ
「
鎌
倉
幕
府

が
行
っ
た
北
斗
法
～
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
か
ら
」
に
示
し
た
。

（
1
）
北
斗
法
を
修
し
た
目
的
（
資
料
Ａ
参
照
）

●
天
変
に
よ
る
も
の
（
二
〇
件
）

【
天
変
・
地
震
の
祈
禱
】（
四
件
）

④
嘉
禄
二
（
一
二
二
六
）
年
八
月
七
日
〈
北
斗
〉⇒

六
月
二
六
・
二
七
・
二
八

日
、
七
月
一
日
、
八
月
一
日
（
大
き
な
揺
れ
）
に
地
震
が
あ
っ
た

⑧
嘉
禄
三
（
一
二
二
七
）
年
九
月
九
日
〈
北
斗
供
〉⇒

九
月
三
日
に
大
地
震
が

あ
っ
た

⑩
安
貞
二
（
一
二
二
八
）
年
五
月
二
二
日
〈
北
斗
供
〉⇒

五
月
一
五
日
に
大
地

震
が
あ
っ
た

⑫
安
貞
三
（
一
二
二
九
）
年
三
月
一
日
〈
北
斗
供
〉⇒

二
月
五
日
に
地
震
、
一

七
日
に
大
地
震
が
あ
っ
た

【
三
（
（
（
合
な
ら
び
に
地
震
の
祈
禱
（
一
件
）】

⑥
嘉
禄
三
（
一
二
二
七
）
年
三
月
二
四
日
〈
五
座
北
斗
護
摩
、
北
斗
供
〉⇒
三

月
七
日
に
大
地
震
、
三
月
一
五
日
に
も
地
震
が
あ
っ
た

【
彗
星
の
出
現
】（
三
件
）

⑭
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
閏
九
月
一
〇
日
〈
北
斗
〉⇒

閏
九
月
四
・
八
・
九

日
に
彗
星
の
よ
う
な
も
の
が
出
現
、
一
五
日
収
ま
る

⑮
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
一
〇
月
一
四
日
〈
七
壇
の
北
斗
護
摩
〉⇒

一
〇
月
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㉗
文
応
元
（
一
二
六
〇
）
年
九
月
五
日
〈
北
斗
法
（
七
日
間
）〉⇒

八
月
七
日
将

軍
家
（
宗
尊
）
が
赤
痢
の
病
を
患
う
が
、
二
〇
日
ご
ろ
か
ら
快
方
に
向
か
い
、

九
月
五
日
に
沐
浴

●
妊
帯
に
よ
る
も
の
（
一
件
）

㉔
建
長
二
（
一
二
五
〇
）
年
一
二
月
一
三
日
〈
北
斗
供
〉⇒

北
条
時
頼
の
妻
室

の
帯
祝
い
の
た
め
。
八
月
二
七
日
条
に
、
相
州
（
北
条
時
頼
）
の
妻
室
の
懐
妊

〔
時
宗
を
懐
妊
〕
の
記
述
あ
り

●
懐
妊
に
よ
る
も
の
（
一
件
）

㉖
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
七
月
二
八
日
〈
北
斗
供
〉⇒

北
条
時
頼
が
妻
室
の

懐
妊
〔
宗
政
を
懐
妊
〕
の
た
め
行
っ
た
も
の
。
十
月
三
日
条
に
、
鶴
岡
の
別
当

法
印
（
隆
弁
）
が
時
頼
の
妻
室
の
着
帯
の
加
持
を
行
っ
た
記
述
あ
り

（
2
）
調
査
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

　
『
吾
妻
鏡
』
八
七
年
間
（
一
一
八
〇
～
一
二
六
六
）
の
記
事
の
中
に
二
七
回
の

北
斗
法
（
北
斗
供
、
北
斗
護
摩
、
北
斗
を
含
む
）
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
一

二
二
三
年
か
ら
一
二
六
〇
年
の
三
八
年
間
に
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

間
に
鎌
倉
幕
府
で
は
年
に
一
～
四
回
北
斗
法
を
行
っ
て
い
る
。
一
二
二
三
年
以

降
と
い
う
と
、
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
の
「
承
久
の
乱
」
が
き
っ
か
け
と
な

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。「
承
久
の
乱
」
で
の
朝
廷
側
の
敗
北
に
よ
り
公
家

政
権
は
衰
え
、
幕
府
権
力
が
確
立
し
、
そ
の
力
は
全
国
に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

天
皇
が
修
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
尊
星
王
法
を
一
二
二
三
年
以
降
鎌
倉
幕
府

が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
丸
井
敬
司
は
「
承
久
の
乱
の
圧
倒
的
な

勝
利
に
よ
り
、
実
力
で
朝
廷
を
凌
駕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
と
思

①
貞
応
二
（
一
二
二
三
）
年
九
月
一
〇
日
〈
北
斗
護
摩
〉

②
貞
応
三
（
一
二
二
四
）
年
一
〇
月
一
六
日
〈
北
斗
護
摩
〉

③
嘉
禄
二
（
一
二
二
六
）
年
二
月
五
日
〈
北
斗
供
〉

⑤
嘉
禄
二
（
一
二
二
六
）
年
一
一
月
二
六
日
〈
北
斗
供
〉

⑪
安
貞
二
（
一
二
二
八
）
年
一
〇
月
三
〇
日
〈
北
斗
供
〉

⑰
嘉
禎
二
（
一
二
三
六
）
年
九
月
一
三
日
〈
七
壇
の
北
斗
護
摩
〉

⑱
延
応
元
（
一
二
三
九
）
年
八
月
一
〇
日
〈
北
斗
護
摩
〉

●
将
軍
家
の
病
に
よ
る
も
の
（
五
件
）

⑦
嘉
禄
三
（
一
二
二
七
）
年
四
月
二
九
日
〈
北
斗
護
摩
〉⇒

将
軍
家
（
藤
原
頼

経
）
は
四
月
二
日
に
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
、
そ
の
後
も
時
お
り
病
を
発
症
。
四
月

二
七
日
か
ら
少
し
快
方
に
向
か
う

⑨
嘉
禄
三
（
一
二
二
七
）
年
一
一
月
二
四
日
〈
北
斗
供
〉⇒

一
一
月
一
八
日
将

軍
家
（
藤
原
頼
経
）
が
病
気
に
な
り
二
三
日
に
赤
班
の
腫
物
が
現
れ
た
。
総
じ

て
先
月
下
旬
か
ら
赤
班
の
腫
物
が
広
が
り
、
貴
賤
を
問
わ
ず
、
上
下
が
皆
患
い
、

京
都
も
同
様
と
い
う
。
将
軍
家
（
藤
原
頼
経
）
は
一
一
月
二
八
日
か
ら
快
方
に

向
か
う

⑬
寛
喜
四
（
一
二
三
二
）
年
二
月
七
日
〈
北
斗
供
〉⇒

御
台
所
（
頼
経
室
）
が

病
気
に
な
り
祈
禱
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
二
月
一
三
日
御
台
所
（
頼
経
室
）
の
病

は
少
し
よ
く
な
り
二
三
日
に
沐
浴

⑯
嘉
禎
元
（
一
二
三
五
）
年
一
二
月
二
六
日
〈
北
斗
護
摩
〉⇒

一
一
月
一
八
日

将
軍
家
（
藤
原
頼
経
）
が
病
を
発
症
し
、
一
二
月
一
八
日
疱
瘡
が
現
れ
た
気
配

あ
り
。
翌
年
正
月
九
日
沐
浴
。
正
月
一
七
・
一
九
日
、
二
月
一
日
に
疱
瘡
の
後

遺
症
の
記
述
あ
り
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地
震
に
つ
い
て
は
五
件
の
北
斗
法
修
法
の
記
述
が
あ
る
が
、
国
立
天
文
台
編

纂
の
『
理
科
年
表
』（
二
〇
二
三
）
に
よ
る
と
、『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
に
大
き
な

被
害
を
出
し
た
地
震
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

・
建
暦
三
（
一
二
一
三
）
年
五
月
二
一
日
：
山
崩
れ
、
地
裂
け
、
舎
屋
が
破
損

し
た
。

・
嘉
禄
三
（
一
二
二
七
）
年
三
月
七
日
：
地
裂
け
、
所
々
の
門
扉
・
築
垣
が
転

倒
し
た
。

・
寛
喜
二
（
一
二
三
〇
）
年
閏
正
月
二
二
日
：
大
慈
寺
の
後
山
が
崩
れ
た
。

・
延
応
二
（
一
二
四
〇
）
年
二
月
二
二
日
：
鶴
岡
神
宮
寺
が
風
が
な
い
の
に
倒

れ
、
北
山
が
崩
れ
た
。

・
仁
治
二
（
一
二
四
一
）
年
四
月
三
日
：
津
波
を
伴
い
、
由
比
ヶ
浜
大
鳥
居
内

拝
殿
流
失
、
岸
に
あ
っ
た
舟
一
〇
艘
が
破
損
し
た
。
津
波
は
風
浪
と
す
る
説

も
あ
る
。

・
正
嘉
元
（
一
二
五
七
）
年
八
月
二
三
日
：
鎌
倉
の
社
寺
に
無
事
な
も
の
は
な

く
、
山
崩
れ
、
家
屋
転
倒
し
、
築
地
悉
く
破
損
。
地
割
れ
を
生
じ
、
水
が
湧

き
出
た
。
余
震
多
数
。

�

［
国
立
天
文
台
編

2022

：777

］

　

資
料
Ａ
で
述
べ
た
北
斗
法
の
修
法
の
目
的
を
地
震
と
す
る
五
件
（
④
⑥
⑧
⑩

⑫
）
の
う
ち
、『
理
科
年
表
』
に
あ
る
大
地
震
と
結
び
つ
く
の
は
⑥
（
嘉
禄
三

〈
一
二
二
七
〉
年
三
月
七
日
）
の
み
で
あ
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
に
は
『
理
科
年
表
』

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
や
や
大
き
な
地
震
の
記
述
も
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
『
理
科
年
表
』
の
記
録
か
ら
、
鎌
倉
周
辺
で
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
時

わ
れ
る
」［
丸
井

2004

：1‌9

］。
ま
た
「
天
変
と
い
う
国
家
的
災
厄
の
息
災
を

幕
府
が
行
っ
た
こ
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
天
変
に
対
す
る
尊
星
王

法
の
修
奉
は
、
朝
廷
が
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
天
命
思
想
に
よ

れ
ば
、
統
治
者
で
あ
る
皇
帝
（
院
・
天
皇
）
が
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

幕
府
が
行
っ
た
こ
と
は
、
幕
府
が
国
家
鎮
護
の
役
割
を
担
う
立
場
に
立
っ
た
と

認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
［
丸
井

2004

：1‌7

］。
同

じ
よ
う
に
北
斗
法
も
一
二
二
三
年
以
降
鎌
倉
幕
府
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
が
実
質
的
な
統
治
者
の
立
場
に
立
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。

　
『
吾
妻
鏡
』
は
、
文
永
三
（
一
二
六
六
）
年
七
月
二
〇
日
の
鎌
倉
幕
府
六
代

将
軍
宗
尊
親
王
が
京
都
の
六
波
羅
に
到
着
し
た
と
の
記
事
を
も
っ
て
終
わ
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
降
も
月
蝕
や
元
寇
の
際
に
北
斗
堂
等
で
北
斗
法
が
行
わ
れ
て

お
り
、
ま
た
室
町
時
代
に
も
除
災
等
を
目
的
と
し
て
将
軍
が
北
斗
法
を
行
わ
せ

た
記
録
が
あ
る
。

　
『
吾
妻
鏡
』
に
記
述
さ
れ
た
北
斗
法
二
七
件
の
修
法
の
目
的
は
、「
天
変
に
よ

る
も
の
」
二
〇
件
、「
将
軍
家
の
病
に
よ
る
も
の
」
五
件
（
⑦
⑨
⑬
⑯
㉗
）、「
妊

帯
に
よ
る
も
の
」
一
件
（
㉔
）、
北
条
時
頼
が
行
っ
た
妻
の
「
懐
妊
に
よ
る
も

の
」
一
件
（
㉖
）
で
あ
っ
た
。「
天
変
に
よ
る
も
の
」
は
北
斗
法
修
法
全
体
の

七
〇
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
地
震
五
件
（
一
件
は
「
三
合
な

ら
び
に
地
震
」）、
彗
星
三
件
、
祈
雨
二
件
、
日
蝕
・
月
蝕
・
白
虹
各
々
一
件
、

そ
の
他
の
天
変
七
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
北
斗
法

以
外
の
密
教
の
修
法
や
陰
陽
道
の
祭
祀
も
行
わ
れ
て
お
り
、
幕
府
が
強
い
支
配

力
を
持
っ
て
国
家
鎮
護
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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の
祈
願
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

　

北
斗
法
修
法
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
一
二
一
六
年
に
雪
ノ
下
北
斗
堂
が
、
一

二
四
一
年
に
は
大
倉
北
斗
堂
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、『
吾
妻
鏡
』
に
場
所
の
記

載
が
あ
る
五
件
（
⑮
⑯
⑲
㉕
㉗
）
以
外
は
、
ほ
ぼ
北
斗
堂
と
考
え
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

　
『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
、
天
災
や
怪
異
と
い
っ
た
自
然
現
象
に
対
し
て
、
陰
陽

師
に
よ
る
占
い
に
基
づ
く
呪
術
や
祈
禱
で
事
態
の
収
拾
を
図
っ
て
き
た
が
、
そ

の
一
つ
の
方
法
と
し
て
妙
見
の
要
素
を
持
つ
北
斗
法
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

三　

鎌
倉
地
域
の
安
倍
晴
明
の
軌
跡

　

鎌
倉
地
域
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
山
ノ
内
地
域
に
安
倍
晴
明
の
軌
跡

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

1
　『
吾
妻
鏡
』『
鎌
倉
北
條
九
代
記
』
が
伝
え
る
源
頼
朝
と
の
関
わ
り

（
1
）『
吾
妻
鏡
』：
頼
朝
鎌
倉
入
り
の
記
述
か
ら

［
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
］

○�

十
月
六
日
条
：（
頼
朝
は
）
相
模
国
に
ご
到
着
に
な
っ
た
。〔
中
略
〕
突
然
の

こ
と
故
に
、
頼
朝
の
御
所
は
建
て
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
民
家
を
御
宿
館
に

定
め
た
と
い
う
。

○�

十
月
七
日
条
：
ま
ず
鶴
岡
八
幡
宮
を
遥
拝
さ
れ
た
。
そ
の
後
左
典
漁
（
源
義

朝
）
の
御
旧
跡
で
あ
る
亀
谷
に
行
か
れ
た
。
そ
の
場
所
を
定
め
て
邸
宅
を
お

代
は
他
の
時
代
に
比
べ
て
地
震
が
続
発
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

彗
星
の
出
現
に
つ
い
て
は
三
件
の
北
斗
法
修
法
の
記
述
が
あ
る
。

　

彗
星
に
つ
い
て
『
世
界
大
百
科
事
典
』
に
は
「
と
き
に
は
長
い
尾
を
引
い
て
、

ほ
う
き
の
形
に
見
え
〈
ほ
う
き
ぼ
し
〉
と
も
呼
ば
れ
る
。〔
中
略
〕
予
告
も
な

く
、
突
然
出
現
し
、
姿
、
形
を
変
え
る
大
す
い
星
の
存
在
は
太
古
か
ら
知
ら
れ

て
い
て
、
日
・
月
食
な
ど
と
と
も
に
人
々
の
恐
怖
の
的
と
な
り
、
迷
信
の
対
象

と
な
っ
て
い
た
。〔
中
略
〕
ど
こ
の
民
族
も
恐
怖
を
感
じ
て
、
そ
れ
を
戦
争
、

疫
病
、
大
日
照
、
飢
饉
な
ど
の
凶
兆
と
信
じ
て
い
た
」
と
あ
り
［
下
中
編　

2005

：564

―566

）、
日
本
で
は
星
は
あ
り
が
た
い
存
在
と
し
て
受
容
さ
れ
た
が
、

彗
星
は
、
そ
の
出
現
が
凶
兆
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　
『
吾
妻
鏡
』
に
は
数
多
く
の
彗
星
の
記
事
が
み
ら
れ
る
が
、
彗
星
が
現
れ
る

前
後
周
辺
の
年
は
飢
饉
・
大
災
害
な
ど
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
北
斗
法

ば
か
り
で
な
く
他
の
修
法
や
陰
陽
道
の
祭
祀
に
よ
る
彗
星
出
現
に
対
す
る
祈
禱

の
記
事
も
全
編
を
通
じ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。『
吾
妻
鏡
事
典
』
に
は
一
二

二
二
年
に
七
六
年
周
期
の
ハ
レ
ー
彗
星
が
接
近
し
、
北
斗
法
で
は
な
い
が
物
々

し
い
祈
禱
が
行
わ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
［
佐
藤
・
谷
口

2007

：243
］。

　

こ
の
時
代
は
、
戦
乱
と
共
に
天
災
な
ど
の
自
然
現
象
、
怪
異
と
い
っ
た
超
自

然
現
象
の
多
発
す
る
非
常
に
不
安
定
な
社
会
で
あ
り
、
人
々
は
多
く
の
不
安
を

抱
え
て
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

将
軍
家
の
病
に
つ
い
て
は
五
件
の
北
斗
法
修
法
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
に
記

さ
れ
て
い
る
病
は
、
赤
斑
創
、
疱
瘡
、
赤
痢
で
あ
る
。
当
時
、
病
は
疫
鬼
・
鬼

霊
・
邪
気
と
い
っ
た
も
の
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
神
仏
へ
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新
御
館
を
た
て
ら
る
大
庭
景
義
お
な
じ
く
奉
行
を
う
け
給
は
る
奇
麗
大
厦
の
構

へ
は
合
期
の
沙
汰
い
た
し
難
け
れ
ば
先
暫
ら
く
知
事
家
兼
通
が
山
内
の
宅
を
う

つ
し
立
た
り
そ
の
か
み
正
暦
年
中
に
此
宅
を
つ
く
り
し
時
安
倍
晴
明
鎮
宅
の
符

を
お
し
け
る
を
も
っ
て
つ
ひ
に
回
禄
の
災
な
し
と
か
や
同
月
十
一
日
土
木
の
功

を
と
げ
し
か
ば
頼
朝
す
な
は
ち
渡
御
し
給
ふ
〔
中
略
〕
お
よ
そ
出
仕
の
侍
三
百

十
一
人
御
家
人
等
み
な
思
ひ
〳
〵
に
家
づ
く
り
し
館
を
か
ま
へ
命
を
守
り
忠
を

は
げ
ま
す
有
道
順
理
の
政
ご
と
に
四
方
こ
と
〴
〵
く
そ
の
風
に
懷
て
推
て
鎌
倉

主
と
稱
じ
奉
る
此
所
は
本
よ
り
遠
境
辺
鄙
の
事
な
れ
ば
海
郎
野
人
の
外
に
は
住

人
す
く
な
か
り
し
に
今
此
時
に
ゐ
た
っ
て
大
名
小
名
多
少
の
人
集
ま
り
或
は
市

を
た
て
或
は
店
を
か
ざ
り
家
居
さ
ら
に
軒
を
き
し
り
買
賣
諸
職
の
輩
町
を
た
て

小
路
を
と
ほ
し
て
山
谷
村
里
そ
れ
〳
〵
に
號
を
さ
づ
け
絶
た
る
を
つ
ぎ
す
た
れ

た
る
を
お
こ
し
鎌
倉
の
荒
蕪
を
刈
払
っ
て
天
下
の
草
業
を
立
給
ふ
武
威
の
輝
く

事
抑
頼
朝
は
源
家
中
興
の
英
雄
た
り
［
梅
村

1884

：8‌

―9‌

］

　

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
次
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
一
〇
月
七
日
頼
朝
は
鎌
倉
に
入
り
、
新
居
を
構
え

る
に
あ
た
り
適
地
を
探
す
た
め
鎌
倉
を
巡
検
し
、
父
義
朝
が
館
を
構
え
た
亀
谷

を
訪
れ
た
。
し
か
し
土
地
が
狭
く
、
ま
た
岡
崎
義
実
が
義
朝
を
祀
る
寺
院
（
後

の
寿
福
寺
）
を
建
て
て
い
た
こ
と
か
ら
、
東
西
南
に
開
け
た
大
倉
の
地
に
新
居

を
構
え
る
こ
と
と
し
、
一
〇
月
九
日
大
庭
景
義
が
担
当
し
新
居
の
工
事
が
始
ま

っ
た
。
一
方
、
大
倉
に
新
居
が
完
成
す
る
ま
で
、
山
ノ
内
の
知
家
事
兼
道
の
家

を
点
じ
て
そ
の
建
物
を
移
築
す
る
こ
と
に
し
た
。
移
築
先
は
、
資
料
か
ら
特
定

で
き
な
い
が
大
倉
（
現
在
の
鎌
倉
市
雪
ノ
下
）
近
辺
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

建
て
に
な
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、
土
地
の
形
が
広
く
な
く
、
そ
の
う
え
岡
崎

四
郎
義
実
が
義
朝
の
没
後
を
弔
う
た
め
に
寺
院
を
建
て
て
い
た
た
め
、
お
止

め
に
な
っ
た
と
い
う
。

○�

十
月
九
日
条
：
大
庭
平
太
景
義
が
担
当
し
て
、（
頼
朝
の
）
御
邸
宅
の
工
事

が
始
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
期
日
に
間
に
合
わ
せ
る
の
は
難
し
い
の
で
、
と
り

あ
え
ず
知
家
事
兼
道
の
山
内
の
家
を
点
じ
て
、
そ
の
建
物
を
移
築
さ
れ
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
建
物
は
正
暦
年
間
〔
九
九
〇
～
九
九
五
〕
に
建
て
て
以
来
、

火
災
に
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
。（
安
倍
）
晴
明
朝
臣
が
鎮
宅
の
符
を
押
し
た

か
ら
で
あ
る
。

○�

十
月
十
五
日
条
：
武
衛
（
源
頼
朝
）
が
初
め
て
鎌
倉
の
御
邸
宅
に
お
入
り
に

な
っ
た
。
こ
の
御
邸
宅
は
（
大
庭
）
景
義
が
修
理
を
担
当
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

○�

十
二
月
十
二
日
条
：
亥
の
刻
に
前
武
衛
（
源
頼
朝
）
が
新
造
の
御
邸
へ
移
ら

れ
る
儀
式
が
あ
っ
た
。（
大
庭
）
景
義
を
担
当
と
し
て
去
る
十
月
に
工
事
始

め
が
あ
り
、
大
倉
郷
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
定
刻
に
（
頼
朝
は
）
上
総
権

介
広
常
の
宅
を
出
発
さ
れ
て
、
新
邸
に
お
入
り
に
な
っ
た
。〔
中
略
〕
出
仕

し
た
者
は
三
百
十
一
人
と
い
う
。
ま
た
御
家
人
た
ち
も
同
じ
く
居
館
を
構
え

た
。
こ
れ
よ
り
以
降
、
東
国
の
人
々
は
皆
頼
朝
の
徳
あ
る
道
を
進
む
の
を
目

に
し
て
、
鎌
倉
の
主
と
し
て
推
戴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

�

［
五
味
・
本
郷
編
「
1
」2007

］

（
2
）『
鎌
倉
北
條
九
代
記
』：「
鎌
倉
新
造
御
館
」
の
記
述
か
ら

　

同
年
〔
治
承
四
〈
一
一
八
〇
〉
年
〕
十
二
月
鶴
が
岡
の
東
の
か
た
大
倉
の
郷
に



図 2　安倍晴明の石碑・晴明石の位置（北鎌倉駅付近）
「鎌倉」（鎌倉市市民生活部観光課編集・発行　2018 年 6 月）の地図「歩いてふれよう古都“鎌倉”」の一
部分に、筆者が ★① 、 ★② 、 ★③ を加筆した⇒ ★①：第六天社（安倍晴明の石碑）、 ★②：明月院
踏切前の路傍（安倍晴明の石碑と晴明石）、 ★③：北鎌倉の八雲神社（晴明石）
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ろ
う
。
こ
の
館
は
正
暦
年
間
に
建
て
ら
れ
、
未
だ
火
災
に
あ
っ
て
い
な
い
と
い

う
縁
起
の
良
い
館
で
、
陰
陽
師
安
倍
晴
明
の
鎭
宅
之
符
が
押
し
て
あ
っ
た
。
一

〇
月
一
五
日
頼
朝
は
こ
の
館
に
入
り
、
大
倉
郷
が
完
成
す
る
ま
で
の
約
二
か
月

間
を
こ
こ
で
過
ご
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
二
月
一
二
日
に
頼
朝
は
新

造
さ
れ
た
大
倉
郷
の
館
（
い
わ
ゆ
る
大
蔵
幕
府
〈
現
在
の
鎌
倉
市
雪
ノ
下
〉）
に
入

る
。
御
家
人
三
一
一
人
が
従
う
壮
大
な
も
の
だ
っ
た
。「
頼
朝
の
鎌
倉
」
誕
生

の
象
徴
的
な
日
で
あ
る
。

　

正
暦
年
間
に
安
倍
晴
明
は
七
十
歳
代
で
あ
り
、
山
ノ
内
の
知
家
事
兼
道
の
家

の
伝
承
が
、
安
倍
晴
明
が
鎌
倉
へ
赴
い
た
証
拠
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
し
か
し
こ
の
資
料
以
外
安
倍
晴
明
が
鎌
倉
で
活
動
し
た
と
い
う
記
録
は
残

さ
れ
て
お
ら
ず
、
頼
朝
の
鎌
倉
入
り
以
前
、
辺
境
の
地
と
も
い
え
る
鎌
倉
に
晴

明
が
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
山
ノ
内
の
知
家
事
兼
道
の
家

の
移
築
前
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
「
安
部
清
明
大
神
」
の
石
碑
の
立

つ
明
月
院
踏
切
前
の
路
傍
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

2
　
安
倍
晴
明
の
石
碑
、
晴
明
石
等
の
伝
承

　

Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅
（
鎌
倉
市
山
ノ
内
）
界
隈
に
は
、
現
在
、「
安
倍
晴
明
の
石

碑
」
を
二
か
所
（
第
六
天
社
、
明
月
院
踏
切
前
の
路
傍
）、「
晴
明
石
」
を
二
か
所

（
明
月
院
踏
切
前
の
路
傍
、
北
鎌
倉
の
八
雲
神
社
境
内
）、
そ
し
て
資
料
か
ら
知
る

こ
と
の
で
き
る
晴
明
井
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
2
）。
こ
れ
ら
の
石

碑
等
に
は
、
い
ず
れ
も
「
安
倍
晴
明
」
で
は
な
く
「
安
部
清
明
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
本
稿
で
は
安
倍
晴
明
と
記
載
す
る
。
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現
在
立
ち
入
る
こ
と
は
難
し

い
。
西
の
子
神
は
鎌
倉
学
園

の
北
側
辺
り
に
位
置
し
て
い

た
よ
う
だ
。
北
の
熊
野
社
は
、

半
僧
房
近
く
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
御
神
木
と
考
え
ら

れ
る
巨
木
が
残
っ
て
い
る
。

ま
た
建
長
寺
三
門
脇
に
現
在

巨
福
稲
荷
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

三
門
が
建
て
ら
れ
た
こ
ろ

（
一
七
七
五
年
建
立
）、
そ
の

地
に
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
巨
福
稲
荷
が
で
き

る
ま
で
は
四
方
神
中
央
五
大

尊
が
祀
ら
れ
て
い
た
地
で
あ

る
と
い
う
。

　

現
在
の
建
長
寺
の
鎮
守
は

境
内
最
奥
に
あ
る
半
僧
房

（
一
八
九
〇
年
静
岡
県
浜
松
市

北
区
に
あ
る
臨
済
宗
方
広
寺

の
奥
山
半
僧
房
大
権
現
か
ら

勧
請
さ
れ
た
）
で
あ
る
が
、

（
1
）�

第
六
天
社
（
鎌
倉
市
山
ノ
内
、
建
長
（
（
（
寺
前
の
神
社
、
拝
観
禁
止
）�

�
⇒

安
倍
晴
明
の
石
碑

　

建
長
寺
山
門
前
の
道
路
を
隔
て
た
斜
め
前
の
道
路
沿
い
に
入
口
の
鳥
居
が
あ

る
（
図
2
の
★
①
、
写
真
4
）。
急
な
階
段
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
奥
に
社
殿

が
あ
る
が
通
常
は
門
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
拝
観
で
き
な
い
。
元
旦
と
例
祭
（
七

月
一
五
日
～
二
二
日
）
の
期
間
の
一
日
だ
け
公
開
さ
れ
る
そ
う
だ
。
階
段
の
途

中
左
側
に
は
「
安
部
清
明
大
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
（
写
真
5
）
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
の
石
碑
に
つ
い
て
第
六
天
社
を
管
理
し
て
い
る
地
元
の
人
に

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
い
つ
こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
の
か
、
誰
が
建
て
た
も
の
な
の
か

分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
社
殿
に
は
第
六
天
像
を
中
心
に
四
天

王
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
六
年
盗
難
に
あ
い
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
相
模
風
土
記
』
第
四
巻
山
之
内
村
条
、
建
長
寺
に
「
四
方
中
央
鎮
神
社　

五
神
各
社
な
り　
東
、
八
幡
、
西
、
子
神
、
南
、
第
六
（
（1
（
天
、
北
、
熊
野
、
中
央
、
五
大
尊
、

各
其
所
に
鎮
座
す
」
と
あ
り
［
蘆
田
編
集
校
訂

1998

：150

］、
第
六
天
社
は
、

建
長
寺
の
東
西
南
北
及
び
中
央
の
悪
霊
な
ど
を
し
ず
め
て
平
穏
に
す
る
た
め
に

建
長
寺
管
内
に
祀
ら
れ
た
鎮
守
の
う
ち
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
鎮
守
に
つ
い
て
は
『
建
長
寺
―
そ
の
す
べ
て
』
に
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　

四
方
鎮
守
は
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
廃
絶
さ
せ
ら
れ
た
が
、
第
六
天
社
だ
け
は
町

内
の
鎮
守
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
東
の
八
幡
は
、
建
長
寺
総
門
に
向
か
っ
て

右
手
の
山
腹
に
立
つ
住
宅
裏
に
境
内
の
痕
跡
と
し
て
御
神
木
の
切
株
が
残
る
が
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神
奈
川
県
内
に
は
第
六
天
を
祀
る
社
が
一
八
〇
社
以
上
あ
り
、
厄
病
除
け
の

神
や
方
位
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
。

　

現
在
、
建
長
寺
の
四
方
鎮
守
の
中
で
、
そ
の
位
置
と
沿
革
が
明
ら
か
な
の
は

第
六
天
だ
け
で
、
建
長
寺
史
研
究
上
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
に
と
っ
て
も
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
永
く
後
世
に
伝
え
た
い
。

　

ま
た
、
第
六
天
は
上
町
の
氏
神
で
も
あ
り
、
例
祭
は
毎
年
七
月
十
五
日
か
ら

二
十
二
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。

　
　

平
成
七
〔
一
九
九
五
〕
年
六
月
吉
日　

　
　

鎌
倉
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
保
護
課

　
　

鎌
倉
市
山
ノ
内
上
町
町
内
会　
　
　
　

　
『
鎌
倉
の
民
俗
』
に
は
、
大0

六
天
は
上
町
だ
け
の
氏
神
で
あ
り
、
上
町
は
下

町
や
中
町
と
ち
が
っ
て
、
建
長
寺
の
門
前
町
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
お
り
、

建
長
寺
の
四
方
が
た
め
の
守
護
神
で
あ
る
こ
と
、
祭
は
山
ノ
内
の
八
雲
神
社
の

祭
と
同
じ
日
で
、
八
雲
さ
ん
の
ツ
ケ
マ
ツ
リ
で
も
あ
り
、
神
主
さ
ん
が
祝
詞
・

里
神
楽
（
ば
か
囃
子
）
を
あ
げ
、
ま
た
建
長
寺
の
僧
侶
が
読
経
す
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。［
大
藤

1977

：344

―345

］

　
『
と
し
よ
り
の
は
な
し
』
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
語
ら
れ
て
い
た
。「
松
岡
は

東
慶
寺
の
領
で
わ
た
し
の
家
の
南
側
、
三
上
次
男
さ
ん
へ
の
ぼ
る
手
前
に
、
大0

六
天
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
大
き
い
楠
が
あ
る
〔
現
在
は
無
い
〕。
そ
こ
で
む
か
し

は
何
か
祈
り
で
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
人
形
を
打
ち
つ
け
た
釘
が
あ
っ
た
」。［
鎌

倉
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
文
化
財
保
護
課
編

1971

：192

］

半
僧
房
が
で
き
る
ま
で
は
、
巨
福
稲
荷
社
や
第
六
天
社
が
建
長
寺
の
鎮
守
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
［
高
井
監
修

2016

：4‌2

―5‌3

］。

　

第
六
天
社
の
門
前
に
掲
げ
ら
れ
た
由
緒
書
き
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

た
。　

建
長
寺
の
四
方
鎮
守
に
は
、
中
央
五
大
尊
と
八
幡
（
東
）・
熊
野
（
北
）・
子

神
（
西
）・
第
六
天
（
南
）
が
あ
り
、
第
六
天
は
上
町
に
鎮
座
す
る
。

　

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
徳
川
光
圀
『
鎌
倉
日
記
』
に
「
円
覚
寺
ヲ
出
テ

南
行
シ
テ
、
第
六
天
ノ
森
ヲ
見
ル
」
と
あ
り
、
ま
た
、
延
宝
六
年
（
一
六
七

八
）
の
建
長
寺
境
内
図
（
伝
徳
川
光
圀
寄
進
）
に
は
「
四
方
鎮
守
第
六
天
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

社
殿
に
納
め
ら
れ
た
建
長
寺
第
二
一
八
世
真
浄
元
苗
筆
の
天
保
二
年
（
一
八

三
一
）
の
棟
札
に
よ
っ
て
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
建
立
し
た
社
殿
の
破

損
が
著
し
い
た
め
、
村
人
が
願
い
出
て
再
建
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

社
殿
の
形
式
は
一
間
社
流
造
で
、
幕
末
社
殿
と
し
て
は
古
風
を
尊
重
し
た
造

り
と
い
え
よ
う
。

　

社
殿
内
に
は
第
六
天
像
が
中
心
に
祀
ら
れ
、
前
列
に
は
持
国
天
・
増
長
天
・

広
目
天
・
多
聞
天
の
四
天
王
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
〔
盗
難
に
あ
い
、
現
在
は

失
わ
れ
て
い
る
〕。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
作
で
、
小
像
な
が
ら
も
彫
技
は
丁
寧

で
量
感
に
満
ち
た
佳
品
で
あ
る
。

　

第
六
天
は
仏
教
で
は
他
化
自
在
天
と
称
し
、
魔
王
の
如
き
力
を
持
つ
と
い
わ

れ
、
神
道
で
は
第
六
天
神
、
す
な
わ
ち
、
第
六
番
目
の
神
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
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っ
た
人
は
、
石
を
清
水
で
洗
い
塩
や
お
線
香
を
あ
げ
て
拝
む
と
、
治
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

（
3
）
北
鎌
倉
の
八
雲
神
社
境
内
（
鎌
倉
市
山
ノ
内
）⇒

晴
明
石

　

八
雲
神
社
は
、
Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅
円
覚
寺
側
の
小
高
い
丘
の
上
に
立
つ
山
ノ
内

（
2
）�

明
月
院
踏
切
前
の
路
傍
（
鎌
倉
市
山
ノ
内
）⇒

安
倍
晴
明
の
石
碑

と
晴
明
石

　

Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅
か
ら
円
覚
寺
、
東
慶
寺
を
経
て
建
長
寺
に
向
か
い
、
明
月
院

の
踏
み
切
り
を
渡
っ
た
右
側
の
路
傍
に
「
安
部
清
明
大
神
」
裏
面
に
「
明
治
三

の
鎮
守
で
あ
る
（
図
2
の
★
③
、
写
真
7
）。
毎
年
七
月
一
五
日
に
例
祭
が
行
わ

れ
る
。『
鎌
倉
史
跡
事
典
コ
ン
パ
ク
ト
版
』
に
よ
る
と
「
も
と
牛
頭
天
王
社
と

い
っ
た
。
祭
神
は
須
佐
之
男
命
。
文
明
年
中
（
一
四
六
九
～
八
七
）
に
、
足
利

尊
氏
の
母
清
子
の
兄
上
杉
憲
房
が
祇
園
大
神
を
勧
請
し
た
と
い
う
」
と
あ
る

［
奥
富

1999

：291

］。

　

ま
た
神
奈
川
県
神
社
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
こ
の
八
雲
神
社
に
つ
い
て

「
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
十
二
月
鎌
倉
四
境
の
北
境
に
当
た
る
『
山
ノ
内
』

で
疫
病
祓
い
の
鬼
気
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
／
こ
の
斎
場
跡
に
祇
園
八
坂
の
神
霊

を
勧
請
し
て
村
内
の
安
穏
を
祈
願
し
た
の
が
当
社
の
創
立
。
／
例
祭
の
神
輿
渡

御
は
、
山
崎
北
野
神
社
と
八
雲
神
輿
と
の
『
行ゆ
き

合あ
い

祭ま
つ
り』
で
、
二
基
の
神
輿
が

勢
い
を
競
い
な
が
ら
街
中
を
練
り
歩
く
」
と
あ
る
［
神
奈
川
県
神
社
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttps://w

w
w
.kanagaw

a-jinja.or.jp/

〈2022.11.13

〉］。

　
『
吾
妻
鏡
』
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
十
二
月
二
六
日
条
に
「
こ
の
と
こ
ろ

疫
病
が
流
行
し
て
い
た
。
武
州
（
北
条
泰
時
）
は
特
に
お
ど
ろ
か
れ
て
い
た
と

こ
ろ
、
四
角
四
境
・
鬼
気
（
（1
（
祭
を
行
っ
て
（
疫
病
を
）
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
、

陰
陽
権
助
（
安
倍
）
国
道
が
申
し
て
こ
れ
を
行
っ
た
。
そ
の
四
境
と
は
、
東
は

六
浦
、
南
は
小
壺
、
西
は
稲
村
、
北
は
山
内
と
い
う
」
と
記
さ
れ
て
お
り
［
五

味
・
本
郷
・
西
田
編
「
9
」‌2010

：5‌2

］、
地
元
で
も
、
八
雲
神
社
の
建
つ
辺

り
は
、
鎌
倉
時
代
に
四
角
四
境
・
鬼
気
祭
が
行
わ
れ
た
斎
場
跡
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
雲
神
社
は
、
こ
の
斎
場
跡
に
上
杉
憲
房
が
京
都
八
坂
の

祇
園
社
を
勧
請
し
た
神
社
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

現
在
、
こ
の
八
雲
神
社
の
境
内
に
「
晴
明
石
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
（
写
真

8
）
が
、
祀
ら
れ
る
に
至
っ
た
経
過
は
『
鎌
倉
の
石
仏
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ

十
九
年
七
月
吉
日
」
と
刻
ま

れ
た
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。

石
碑
の
後
に
晴
明
石
が
あ
る

（
図
2
の
★
②
、
写
真
6
）。

か
な
り
の
年
月
に
わ
た
っ
て

放
置
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、

地
元
の
人
が
偶
然
発
見
し
て

祀
っ
た
と
い
う
。
こ
の
石
を

知
ら
ず
に
踏
め
ば
足
が
丈
夫

に
な
り
、
知
っ
て
い
て
踏
め

ば
足
が
悪
く
な
っ
た
り
病
気

に
な
っ
た
り
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
足
が
悪
く
な
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写真 8　八雲神社（鎌倉市山ノ内）本殿左側にある「晴明
石」
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旅
所
）
に
移
さ
れ
た
が
〕
昭
和
四
十
四
年
［
一
九
六
九
〕
に
こ
こ
〔
八
雲
神
社
境

内
〕
に
安
置
さ
れ
た
。［
大
貫
・
水
澤

1981

：4‌6

―4‌7

］

（
4
）�

北
鎌
倉
の
十
王
堂
橋
の
近
辺
（
鎌
倉
市
山
ノ
内
）・
明
月
院
踏
切
前

の
路
傍⇒

晴
明
井
跡

　
『
相
模
風
土
記
』
第
四
巻
に
は
、
晴
明
石
等
に
つ
い
て
「
晴
明
石　

往
還
中

に
二
所
あ
り　

各
大
に
三
尺
許　

石
の
傍
に
各
井
あ
り
、
安
倍
晴
明
が
加
持
水

に
し
て
火
難
を
防
ぐ
奇
特
あ
り
と
云
傳
ふ　

大
船
村
多
聞
院
持
」
と
あ
り
［
蘆

田
編
集
校
訂

1998

：215

―216

］、
二
か
所
の
晴
明
石
の
傍
に
「
晴
明
井
」
が

れ
て
い
る
。

〔
八
雲
神
社
〕
境
内
に
は
ま
た
一
基
の
不
気
味
な
伝
説
を
持
つ
自
然
石
が
あ
る
。

清
明
石
と
よ
ば
れ
て
い
る
石
で
、
平
安
時
代
の
占
い
師
安
倍
清
明
の
加
持
祈
禱

に
よ
り
火
災
よ
け
の
利
益
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。［
中
略
］
／
石
は
、

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
県
道
の
中
央
に
半
ば
埋
も
れ
て
残
り
、
わ
ざ
と
ふ
め
ば
足

の
病
に
か
か
り
、
知
ら
ず
に
踏
め
ば
丈
夫
に
な
る
と
い
う
俗
信
を
生
み
、
や
が

て
ふ
れ
れ
ば
祟
る
と
脚
色
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
／
石
は
戦
後
道
路
舗
装
の

た
め
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
と
り
の
ぞ
か
れ
、〔
県
道
沿
い
の
天
王
屋
敷
（
天
王
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の
石
の
歴
史
は
古
く
、
平
安
時
代
に
安
倍
晴
明
と
い
う
天
文
や
暦
を
使
っ
て
占

い
を
す
る
陰
陽
師
が
い
た
の
で
、
こ
の
人
が
残
し
た
も
の
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
。
火
難
よ
け
、
災
難
よ
け
の
神
の
石
と
し
て
信
仰
を
集
め
、
こ
の
石
を
け

が
し
た
り
い
た
ず
ら
し
た
り
す
る
と
、
そ
の
た
た
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
が
大

難
を
受
け
る
と
い
っ
て
、
礼
を
厚
く
し
て
ま
つ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
／
や
は
り

安
倍
晴
明
が
残
し
た
と
い
わ
れ
る
「
晴
明
の
井
戸
」
も
十
王
堂
橋
近
く
の
民
家

の
敷
地
に
残
っ
て
お
り
、
晴
明
の
石
と
と
も
に
か
つ
て
大
船
の
多
聞
院
が
所
有

し
て
い
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

（
2
）�『
と
し
よ
り
の
は
な
し
』［
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
文
化
財

保
護
課
編

1971

：197

］

　

戦
後
に
な
っ
て
県
道
に
あ
っ
た
晴
明
さ
ま
の
石
を
、
進
駐
軍
が
道
路
を
な
お

す
と
き
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
ひ
っ
か
け
て
掘
り
起
こ
し
ち
ま
っ
た
。
土
地
の
人

は
昔
か
ら
あ
る
神
さ
ま
だ
か
ら
、
と
い
う
の
で
、
天
王
屋
敷
へ
運
ん
だ
（
青

木
）。
そ
の
後
晴
明
石
は
昭
和
四
十
四
〔
一
九
六
九
〕
年
に
、
天
王
屋
敷
か
ら
さ

ら
に
八
雲
神
社
境
内
へ
と
移
さ
れ
た
。
／
晴
明
井
は
、
晴
明
石
の
四
方
固
め
に

あ
っ
た
も
の
で
、
青
木
さ
ん
、
関
戸
さ
ん
、
や
り
屋
（
青
木
さ
ん
の
前
）
と
青

木
さ
ん
の
裏
（
土
蔵
の
う
ち
に
な
っ
て
い
た
）
に
あ
っ
た
と
い
う
。
晴
明
石
は
斉

藤
肉
屋
の
前
に
あ
っ
た
。

（
3
）『
知
ら
れ
ざ
る
鎌
倉
』［
沢
寿
郎

1985

：221

―222

］

　

北
鎌
倉
駅
の
あ
た
り
は
、
晴
明
に
関
係
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、「
晴
明
石
」
と
か
「
晴
明
井
戸
」
な
ど
彼
の
名
の
つ
い
た
も
の
が
い
く
つ

あ
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
晴
明
井
」
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
場
所
の
一
つ
は
十
王
堂
橋
の
辺
り
（
写

真
9
）
で
、
か
つ
て
「
晴
明
石
」（
現
在
は
山
ノ
内
の
八
雲
神
社
境
内
に
移
さ
れ
て

い
る
）
が
あ
り
、
そ
の
傍
に
「
晴
明
井
」
が
あ
っ
た
と
い
う
話
が
今
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
井
戸
の
水
は
火
難
除
け
の
水
と
し
て
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
た

の
で
山
ノ
内
に
は
大
火
事
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
も
う
一
つ
は
、
明
月
院
踏
切

前
の
路
傍
に
あ
る
晴
明
石
の
傍
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
両
者

と
も
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
井
戸
に
つ
い
て
知
る
人
も
見

つ
け
ら
れ
な
い
。

3
　
資
料
か
ら
み
た
鎌
倉
地
域
に
伝
わ
る
安
倍
晴
明
に
係
る
譚

（
1
）�『
か
ま
く
ら
子
ど
も
風
土
記　

中
』［
鎌
倉
市
教
育
研
究
所
編

1993

：

3‌

―4‌

］

　

晴
明
の
石　

八
雲
神
社
の
境
内
に
は
、「
晴
明
の
石
」
と
い
う
ひ
と
か
か
え

も
あ
る
よ
う
な
石
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
晴
明
の
石
は
、
も
と
は
十
王
堂
橋

の
近
く
の
道
路
の
真
ん
中
に
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
石
を
知
ら
ず
に
踏
め

ば
足
が
丈
夫
に
な
り
、
知
っ
て
い
て
踏
め
ば
足
が
悪
く
な
っ
た
り
病
気
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
足
が
悪
く
な
っ
た
人
は
、
石
を
清
水
で
洗
い
塩

や
お
線
香
を
あ
げ
て
拝
む
と
、
治
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
石
を
村

の
人
達
が
大
事
に
し
て
い
る
の
で
山
ノ
内
に
は
、
大
火
事
が
な
い
の
だ
と
、

人
々
は
信
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
毎
年
四
月
十
四
日
、
お
供
え
物
を
あ
げ
て

お
祭
り
を
し
た
そ
う
で
す
。
／
近
年
道
路
工
事
の
た
め
掘
り
起
こ
さ
れ
、
神
主

さ
ん
に
お
祈
り
を
し
て
も
ら
っ
て
八
雲
神
社
の
境
内
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
／
こ
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幡
宮
の
氏
子
は
数
少
な
い
と
い
う
。

○
八
雲
神
社
の
祭
に
合
わ
せ
て
第
六
天
で
も
祭
り
を
行
っ
て
い
る
。
祭
の
際
に
、

七
月
二
二
日
頃
行
わ
れ
る
第
六
天
の
開
帳
で
は
、
最
初
に
建
長
寺
の
僧
侶
が

読
経
し
、
次
に
御
霊
神
社
の
神
主
が
祝
詞
を
と
な
え
る
。
お
供
物
も
寺
と
神

社
で
は
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
も
の
に
変
更
し
て
お
供
え
す

る
。
神
仏
混
淆
の
行
事
と
も
い
え
る
行
事
で
あ
り
、
か
な
り
珍
し
い
こ
と
だ
。

○
第
六
天
の
仏
像
は
盗
ま
れ
た
の
で
、
今
は
、
仏
像
は
な
い
。

○
第
六
天
の
所
有
は
建
長
寺
で
あ
り
、
二
〇
一
三
年
に
は
上
の
社
を
建
長
寺
が

立
派
に
立
て
直
し
て
く
れ
た
。
上
町
で
は
今
も
年
に
四
回
ほ
ど
町
内
の
人
で

第
六
天
社
の
掃
除
を
行
い
大
切
に
守
り
続
け
て
い
る
。
一
九
六
一
年
に
は
町

内
会
で
階
段
下
に
倉
庫
を
作
り
、
神
輿
を
納
め
て
い
る
。

○
第
六
天
社
の
安
倍
晴
明
の
石
碑
に
つ
い
て
は
、
い
つ
こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
か
、

誰
が
建
て
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

○
八
雲
神
社
境
内
に
は
晴
明
石
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
ば
に
お
稲
荷
さ
ん
も
祀

ら
れ
て
い
る
。
お
稲
荷
さ
ん
は
個
人
の
所
有
だ
っ
た
が
、
今
は
八
雲
神
社
の

所
有
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
二
月
ご
ろ
神
主
さ
ん
を
よ
ん
で
こ
の
両
者
を
お

祀
り
し
て
い
る
。

（
2
）�

山
ノ
内
下
町
に
永
年
お
住
い
の
八
十
歳
代
男
性　
【
二
〇
二
二
年
九

月
七
日
】

○
晴
明
石
は
県
道
（
十
王
堂
橋
付
近
）、
天
王
屋
敷
、
八
雲
神
社
と
祀
ら
れ
る
位

置
が
変
わ
っ
た
。
天
王
屋
敷
は
多
聞
院
の
所
有
地
だ
っ
た
が
、
場
所
も
離
れ

て
お
り
、
毎
月
お
祀
り
す
る
の
も
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
八
雲
神
社
に
移
さ

か
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
／
な
か
で
も
「
晴
明
石
」
は
、
む
か
し
か

ら
有
名
で
、
う
っ
か
り
こ
の
石
を
踏
ん
だ
り
し
た
ら
た
た
り
が
あ
る
と
い
わ
れ
、

人
々
か
ら
あ
が
め
ら
れ
怖
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
東
京
の
国
立
博

物
館
に
あ
る
『
五
海
道
分
間
延
絵
図
』
の
中
に
あ
る
「
浦
賀
道
見
取
絵
図
」
を

見
る
と
、
十
王
堂
橋
（
鎌
倉
十
橋
の
一
つ
）
か
ら
す
こ
し
台
の
方
へ
行
っ
た
と

こ
ろ
に
、
小
さ
い
石
橋
が
あ
り
、
そ
の
橋
の
真
ん
中
に
「
晴
明
石
」
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
道
路
の
真
ん
中
に
大
き
い
石
が
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん

邪
魔
に
な
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
地
元
の
人
は
何
百
年
も
の
間
決
し
て

こ
の
石
を
動
か
そ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
か
し
か
ら
の
伝
承
を
守
り
つ

づ
け
て
い
た
の
で
す
。
／
し
か
し
、
戦
争
後
あ
の
道
路
が
改
修
、
拡
幅
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
と
う
と
う
「
晴
明
石
」
も
動
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

は
じ
め
は
も
う
少
し
先
の
左
側
の
「
天
王
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
空
地
に
移

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
ま
た
そ
こ
か
ら
も
移
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
結
局

現
在
は
山
ノ
内
の
鎮
守
さ
ま
で
あ
る
八
雲
神
社
の
境
内
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
な
ら
ば
交
通
事
情
そ
の
他
で
動
か
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。
／
晴

明
石
は
再
び
安
住
の
地
を
得
て
、
永
く
こ
の
地
域
の
安
泰
を
守
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

4
　
鎌
倉
地
域
の
安
倍
晴
明
に
係
る
地
域
の
人
の
話

（
1
）�

山
ノ
内
上
町
に
お
住
い
の
五
十
歳
代
男
性　
【
二
〇
二
二
年
九
月
六

日
】

○
第
六
天
は
山
ノ
内
の
上
町
の
鎮
守
。
上
町
で
は
自
然
と
第
六
天
の
氏
子
に
な

る
が
、
同
時
に
鶴
岡
八
幡
宮
の
氏
子
で
も
あ
る
。
中
町
、
下
町
で
は
鶴
岡
八
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を
供
養
す
る
も
の
で
あ
り
、
北
辰
北
斗
信
仰
に
は
妙
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
北
斗
法
は
妙
見
の
要
素
が
含
ま
れ
る
も

の
と
し
て
述
べ
て
き
た
。

　
『
吾
妻
鏡
』
に
は
全
体
を
通
し
て
一
件
だ
け
妙
見
の
記
事
が
み
え
る
。
そ
れ

は
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
九
月
二
八
日
条
の
「
越
後
国
の
城
四
郎
永
用
（
長

茂
）
が
越
後
国
小
河
庄
赤
谷
に
城
郭
を
構
え
、
そ
の
上
に
、
妙
見
大
菩
薩
を
崇

拝
し
、
源
家
を
呪
詛
し
て
い
る
と
の
噂
が
あ
っ
た
」［
五
味
・
本
郷
編
「
1
」

2007

：115

］
と
い
う
記
述
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
城
氏
が
妙
見
を
武
神
と
し
て

尊
崇
し
戦
い
の
と
き
に
相
手
側
を
呪
詛
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』

に
は
こ
の
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
九
月
二
八
日
の
条
以
外
に
妙
見
に
つ
い
て

の
記
事
は
み
ら
れ
な
い
が
、
妙
見
菩
薩
の
密
教
修
法
の
一
つ
で
あ
る
尊
星
王
法

の
記
述
が
一
〇
件
、
妙
見
の
要
素
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
北
斗
法
が
二
七
件
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
（
一
一
八
〇
～
一
二
六
六
）
に
妙
見

が
武
士
の
間
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

日
本
に
伝
え
ら
れ
た
妙
見
信
仰
は
、
少
し
ず
つ
形
を
変
え
て
日
本
各
地
に
伝

播
し
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
加
味
し
な
が
ら
時
代
に
沿
っ
た
様
相
を
繰
り
広
げ

て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
は
執
政
の
中
心
で

あ
る
公
家
の
間
で
護
国
の
仏
神
、
王
者
為
政
の
教
導
神
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ

た
。
平
安
中
期
（
九
〇
〇
年
代
後
半
）
～
平
安
末
期
（
一
一
〇
〇
年
代
後
半
）
は
、

政
治
能
力
を
失
う
貴
族
に
代
わ
り
武
士
層
が
台
頭
し
始
め
た
時
代
で
も
あ
り
、

政
治
の
中
心
に
な
り
つ
つ
あ
る
武
士
の
間
で
は
、
妙
見
は
護
国
の
仏
神
、
王
者

為
政
の
教
導
神
に
加
え
、
守
護
神
や
武
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。
妙
見
が
武
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
の
は
、
北
斗
七
星
の
第
七
星
が
破
軍

れ
た
よ
う
だ
。

○
私
（
話
者
）
が
子
供
の
頃
は
、
漠
然
と
だ
が
晴
明
石
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
親
に
晴
明
石
に
悪
い
こ
と
を
す
る
と
祟
り
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
た
。

○
今
は
晴
明
石
に
つ
い
て
話
題
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
お
参
り
す
る
人
も
い
な

い
よ
う
だ
。
子
供
の
頃
の
友
人
と
話
し
て
も
晴
明
石
の
話
題
に
は
な
ら
な
い
。

晴
明
井
に
つ
い
て
の
話
も
聞
か
な
い
。

○
晴
明
石
の
御
利
益
な
の
か
こ
の
辺
り
で
は
五
〇
～
六
〇
年
の
間
大
き
な
火
事

は
な
い
。

○
八
雲
神
社
の
祭
り
の
時
は
、
神
主
さ
ん
（
普
段
は
不
在
）
が
本
殿
に
参
っ
た

後
、
稲
荷
さ
ん
と
晴
明
石
に
も
お
参
り
す
る
。

○
晴
明
石
も
そ
の
一
つ
だ
が
、
昔
か
ら
伝
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
言
い
伝
え
は
ど
ん

ど
ん
風
化
し
て
い
く
よ
う
だ
。
次
世
代
の
子
供
た
ち
に
そ
の
よ
う
な
譚
を
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
資
料
と
し
て
残
し
て
い
け
た
ら
と
思
う
が
、
な
か
な

か
ま
と
め
ら
れ
な
い
。
伝
承
は
生
活
の
一
部
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
の
話
に

は
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
理
由
が
あ
る
。
地
域
に
伝
わ
る
伝
承
を
知
る
こ
と

で
、
地
元
を
愛
し
誇
り
に
思
う
心
、
地
元
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
が
芽
生
え

る
こ
と
と
思
う
。

ま
と
め

　

日
本
で
は
北
斗
と
妙
見
に
つ
い
て
様
々
な
解
釈
が
行
わ
れ
、
妙
見
と
し
て
北

斗
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
斗
供
＝
妙
見
供
と
は

言
い
切
れ
な
い
が
、
北
斗
法
、
尊
星
王
法
、
妙
見
供
は
、
い
ず
れ
も
北
斗
七
星
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中
世
と
は
時
代
も
対
象
も
異
な
る
が
、
不
動
明
王
の
縁
日
で
あ
る
毎
月
二
八
日

に
、
様
々
な
願
い
に
対
し
て
古
義
に
則
り
本
堂
で
護
摩
法
要
が
行
わ
れ
多
く
の

参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
地
域
で
は
、
極
楽
寺
、

宝
戒
寺
な
ど
他
の
寺
院
で
も
星
供
が
行
わ
れ
て
お
り
、
護
摩
を
焚
い
て
祈
り
を

捧
げ
る
行
事
が
現
在
の
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
人
々
の
生
活
の
拠
り
ど

こ
ろ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
三　

鎌
倉
地
域
の
安
倍
晴
明
の
軌
跡
」
で
述
べ
た
が
、『
吾
妻
鏡
』
元
仁
元

（
一
二
二
四
）
年
十
二
月
二
六
日
条
に
「
こ
の
と
こ
ろ
疫
病
が
流
行
し
て
い
た
。

武
州
（
北
条
泰
時
）
は
特
に
お
ど
ろ
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
四
角
四
境
・
鬼
気

祭
を
行
っ
て
（
疫
病
を
）
退
け
る
べ
き
で
あ
る
と
、
陰
陽
権
助
（
安
倍
）
国
道

が
申
し
て
こ
れ
を
行
っ
た
。
そ
の
四
境
と
は
、
東
は
六
浦
、
南
は
小
壺
、
西
は

稲
村
、
北
は
山
内
と
い
う
」
と
あ
る
が
［
五
味
・
本
郷
・
西
田
編
「
9
」

2010

：52‌

］、
四
角
四
境
・
鬼
気
祭
を
行
っ
た
安
倍
国
道
は
安
倍
晴
明
の
子
孫

に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
鎌
倉
に
下
向
し
鎌
倉
陰
陽

師
と
し
て
活
躍
、
後
の
鎌
倉
幕
府
に
仕
え
る
陰
陽
師
の
礎
と
な
っ
た
。
初
め
て

鎌
倉
に
陰
陽
師
を
招
い
た
の
は
実
朝
で
あ
る
が
、
四
代
将
軍
九
条
頼
経
は
護
持

僧
や
陰
陽
師
を
伴
い
鎌
倉
に
下
向
し
て
き
た
。「
武
士
で
は
な
く
な
っ
た
将
軍

は
、
鎧
兜
で
は
な
く
、
陰
陽
師
の
呪
術
に
よ
っ
て
身
を
固
め
て
い
た
」
と
い
う

［
佐
藤
・
谷
口

2007

：238

］。
そ
の
結
果
、
鎌
倉
幕
府
で
は
護
持
僧
や
陰
陽

師
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
占
い
や
祈
禱
が
広
く
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
当
時
、
四
境

の
内
側
が
鎌
倉
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、
山
ノ
内
の
八
雲
神
社
境
内
や
そ
の
近
辺

に
伝
わ
る
晴
明
石
、
晴
明
井
、
十
王
堂
橋
は
、
鎌
倉
地
域
で
の
晴
明
を
印
象
づ

け
る
こ
と
に
よ
り
、
鎌
倉
と
異
界
と
の
北
の
境
界
を
守
護
す
る
象
徴
と
し
て
効

星
と
言
わ
れ
た
た
め
弓
箭
の
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
千
葉
氏
も

承
平
元
（
九
三
一
）
年
の
染
谷
川
の
合
戦
以
降
、
妙
見
を
武
神
と
し
て
信
仰
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
、
地
方
の
豪
族
や
武

士
の
間
で
妙
見
は
守
護
神
や
武
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

日
本
の
武
家
政
権
は
、
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
、
源
頼
朝
の
鎌
倉
入
り
を

契
機
と
し
、
室
町
幕
府
、
江
戸
幕
府
と
約
七
百
年
間
に
わ
た
り
存
続
し
た
が
、

今
回
調
査
し
た
『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
は
、
こ
の
七
百
年
間
の
最
初
の
八
十
七
年

間
で
あ
り
、
政
権
が
公
家
か
ら
武
士
へ
移
行
す
る
過
渡
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
過
渡
期
の
中
で
勃
発
し
た
「
承
久
の
乱
」（
承
久
三
〈
一
二
二
一
〉
年
）
で

朝
廷
側
が
敗
北
し
た
こ
と
に
よ
り
、
公
家
政
権
は
衰
え
幕
府
権
力
が
確
立
し
、

幕
府
の
力
は
全
国
に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
朝
廷
が
行
っ
て

い
た
国
家
鎮
護
の
た
め
の
役
割
を
鎌
倉
幕
府
が
担
う
よ
う
に
な
り
、
天
変
や
将

軍
家
の
病
等
に
対
し
て
数
々
の
祈
禱
が
行
わ
れ
た
。
祈
禱
は
、
仏
教
、
神
祇
、

陰
陽
道
に
基
づ
く
様
々
な
修
法
で
行
わ
れ
た
が
、『
吾
妻
鏡
』
の
時
代
、
妙
見

の
要
素
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
北
斗
法
が
二
七
件
、
妙
見
菩
薩
の
密
教
修
法
で

あ
る
尊
星
王
法
が
一
〇
件
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
各
々
の
内
容
は
「
鎌
倉
幕
府

が
行
っ
た
北
斗
法
～
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
か
ら
」（
資
料
Ａ
）
に
述
べ
た
。

　

現
在
、
鎌
倉
地
域
で
北
斗
法
を
行
っ
て
い
る
寺
院
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
か
つ
て
北
斗
堂
（
大
倉
北
斗
堂
）
が
存
在
し
た
鎌
倉
市
十
二
所
に
あ

る
明
王
院
で
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
北
斗
法
が
行
わ
れ
た
当
時
を
思
い
人
々

の
除
災
招
福
と
開
運
成
就
を
祈
っ
て
、
二
～
三
年
前
ま
で
二
月
に
星
供
を
行
っ

て
い
た
と
い
う
。
星
供
は
、
そ
の
年
の
吉
凶
を
つ
か
さ
ど
る
星
を
祀
り
一
年
の

幸
福
を
祈
る
伝
統
行
事
で
あ
る
。
現
在
、
星
供
と
同
じ
よ
う
な
行
事
と
し
て
、
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今
回
の
調
査
で
は
、
現
在
の
鎌
倉
地
域
に
お
い
て
直
接
妙
見
に
結
び
付
く
具

体
的
な
事
象
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
現
在
の
生
活
の

中
で
の
具
体
的
な
妙
見
の
痕
跡
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
深
く

関
わ
り
の
あ
る
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
妙
見
信
仰
の
持
つ
、
時
代
と
地
域
を
よ
り
良
い
形
で
維
持
し
て
い
く
と

い
う
基
本
的
な
視
点
は
、
現
在
の
生
活
の
中
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

鎌
倉
の
妙
見
に
つ
い
て
は
ま
だ
多
く
の
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
今

後
も
更
に
調
査
・
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

注（
1
）
山
ノ
内
は
、
平
安
～
鎌
倉
期
の
広
大
な
山
内
荘
の
遺
称
で
、
も
と
鎌
倉
郡
山
内

村
。
現
在
の
北
鎌
倉
駅
を
中
心
と
す
る
山
ノ
内
地
域
が
〝
鎌
倉
の
内
〟
に
含
ま

れ
固
定
化
し
た
の
は
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
以
前
で
あ
る
。
建
保
元
年
（
一

二
一
三
）
五
月
七
日
、
和
田
合
戦
に
お
け
る
勲
功
の
賞
と
し
て
、
北
条
義
時
が

「
山
内
荘
」
を
手
中
に
納
め
、
そ
れ
以
後
、
北
条
氏
に
よ
る
開
発
整
備
が
行
わ

れ
て
得
宗
領
化
が
進
み
、
建
長
・
円
覚
・
浄
智
・
東
慶
の
各
寺
な
ど
、
多
く
の

大
規
模
な
禅
寺
が
建
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。（『
鎌
倉
の
地
名
由
来
辞
典
』　

三
浦
編

2005

：188

―189

）

（
2
）
天
門
日
と
も
い
う
。
中
国
で
は
外
出
や
出
陣
を
忌
む
日
と
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、

日
本
で
は
、
遠
出
を
忌
み
、
も
し
も
出
陣
し
た
な
ら
ば
生
き
て
帰
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。（「
中
国
か
ら
日
本
へ
―
星
を
め
ぐ
る
民
間
信
仰
」
佐

野
賢
治
編
『
星
の
信
仰
』
所
収　

窪

1994

：328

―329

）

果
的
な
存
在
と
な
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

一
方
、
第
六
天
社
は
、『
相
模
風
土
記
』
や
由
緒
書
か
ら
、
建
長
寺
で
の
悪

霊
な
ど
を
し
ず
め
平
穏
に
す
る
た
め
に
四
方
位
と
中
央
に
祀
ら
れ
た
鎮
守
の
う

ち
南
に
位
置
し
た
鎮
守
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
六
天
社
で
は
、
様
々
な
修

法
が
陰
陽
師
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
建
立
さ
れ
た
時

期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
鎮
守
と
し
て
の
よ
り
強
い
効
果
を
願
い

境
内
に
安
倍
晴
明
の
石
碑
を
建
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
鎌
倉
地
域
で
は
、
安
倍
晴
明
の
軌
跡
に
対
し
て
、
呪
術
等
へ
の
抵
抗
も

な
く
、
ご
利
益
を
求
め
る
と
い
う
よ
り
鎌
倉
な
ら
で
は
の
伝
承
と
し
て
誇
ら
し

い
気
持
ち
を
持
っ
て
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
京
都
の
晴
明
神
社
に
も
一
条

戻
り
橋
、
井
戸
、
加
持
水
な
ど
の
伝
承
が
あ
り
、
現
在
も
多
く
の
人
々
が
御
利

益
を
求
め
て
訪
れ
る
と
い
う
が
、
鎌
倉
地
域
の
人
々
も
安
倍
晴
明
の
伝
承
を
大

切
に
守
り
、
現
在
の
生
活
の
中
で
解
釈
し
、
貴
重
な
伝
承
と
し
て
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
く
心
意
気
が
み
ら
れ
た
。

　

信
仰
は
人
の
心
の
中
に
あ
り
、
時
代
と
と
も
に
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
い
い

部
分
を
取
り
入
れ
、
都
合
の
い
い
よ
う
に
解
釈
し
変
容
さ
せ
伝
え
ら
れ
て
い
く

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
自
分
の
中
で
信
仰
を
変
容
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
が
人
の
生
き
る
力
で
あ
り
、
同
時
に
人
が
生
き
て
い
く
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

人
々
が
重
き
を
置
く
事
項
は
地
域
や
時
代
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。
妙
見
は
、

時
代
や
地
域
に
よ
り
様
相
を
変
化
さ
せ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
人
々
が
地
域
を
よ

り
よ
い
形
で
維
持
し
て
い
く
た
め
に
妙
見
を
活
用
し
、
妙
見
も
そ
れ
に
応
え
得

る
多
様
性
を
持
っ
た
信
仰
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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（
9
）
山
ノ
内
に
あ
る
臨
済
宗
建
長
寺
派
の
大
本
山
。
鎌
倉
五
山
第
一
位
。
開
山
は
中

国
宋
の
高
僧
蘭
渓
道
隆
、
開
基
は
北
条
時
頼
。
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
に
落

慶
供
養
し
た
わ
が
国
最
初
の
禅
宗
専
門
道
場
で
あ
る
。
建
立
の
趣
旨
は
、
上
は

皇
帝
の
万
歳
、
将
軍
家
お
よ
び
重
臣
の
千
秋
、
天
下
大
平
を
祈
り
、
下
は
源
氏

三
代
・
北
条
一
族
の
死
者
の
霊
を
弔
う
こ
と
に
あ
っ
た
。（『
鎌
倉
事
典
』　

白

井

1995

：108

）

（
10
）
第
六
天
の
魔
王
の
こ
と
で
、
他
化
自
在
天
と
も
い
い
、
仏
法
に
仇
を
な
す
邪
神
。

欲
界
の
第
六
天
の
主
で
、
眷
属
を
率
い
て
人
の
善
心
を
害
し
て
世
を
乱
し
、
仏

教
に
仇
を
な
し
て
そ
の
信
仰
を
妨
げ
る
と
い
う
。
他
化
自
在
天
と
い
う
別
称
は
、

他
の
天
が
も
た
ら
し
た
楽
を
奪
っ
て
、
自
由
自
在
に
振
る
舞
う
こ
と
か
ら
来
て

い
る
。（『
日
本
民
俗
大
辞
典
下
』　

福
田
ほ
か
編

2000

：23‌

）

（
11
）
鬼
気
祭
は
、
病
脳
平
癒
の
た
め
に
行
う
陰
陽
道
の
祭
祀
。（『
現
代
語
訳
吾
妻

鏡
』
9　

五
味
・
本
郷
・
西
田
編

2010

：204

）

引
用
参
考
文
献

蘆
田
伊
人
編
集
校
訂

1998　
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
第
四
～
六
巻
（『
鎌
倉
攪
勝
考
』『
新
編
鎌
倉

志
』
を
所
収
）　

雄
山
閣

出
雲
晶
子

2012　
『
星
の
文
化
史
事
典
』　

白
水
社

上
田
正
昭
ほ
か
監
修

2009　
『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本
人
名
事
典
』　

三
省
堂

梅
村
彌
右
衛
門
原
版
・
根
村
熊
五
郎
翻
刻
出
版

（
3
）
九
坎
と
も
い
う
。
外
出
や
面
会
な
ど
は
断
っ
て
、
す
べ
て
の
こ
と
を
慎
む
日
と

さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
、
九
坎
と
は
九
星
の
精
に
あ
た
る
か
ら
、
ど
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
も
い
け
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
日
は
、
月
に
よ
っ
て
き
ま

っ
て
い
て
、
た
と
え
ば
、
一
月
は
辰
日
、
二
月
は
丑
日
、
三
月
は
戌
日
な
ど
と

な
っ
て
い
た
と
い
う
。（「
中
国
か
ら
日
本
へ
―
星
を
め
ぐ
る
民
間
信
仰
」
佐
野

賢
治
編
『
星
の
信
仰
』
所
収　

窪

1994

：329

）

（
4
）
方
位
に
関
す
る
俗
信
で
、
日
本
で
は
位
置
選
定
に
際
し
最
も
悪
い
と
さ
れ
る
北

東
〔
艮
う
し
と
ら

〕
の
方
角
を
い
う
。『
山
海
経
』
は
度
朔
山
上
に
桃
の
大
樹
が
あ
り
、

そ
の
北
東
側
の
大
枝
の
下
に
霊
魂
を
意
味
す
る
鬼
の
出
入
り
口
と
し
て
の
門
が

あ
る
と
記
す
が
、
こ
れ
を
オ
ニ
と
し
て
解
釈
し
た
も
の
が
日
本
の
鬼
門
で
あ
る

と
の
見
解
が
あ
る
。
鬼
門
の
方
角
を
忌
む
考
え
方
は
、
日
本
で
は
平
安
時
代
に

す
で
に
み
ら
れ
る
。（『
日
本
民
俗
大
辞
典
上
』　

福
田
ほ
か
編

1999

：477

）

（
5
）
そ
の
場
を
き
よ
め
神
々
を
召
し
て
悪
鬼
を
さ
け
る
呪
術
的
歩
行
法
。
北
斗
七
星

を
ふ
む
形
を
と
る
。
日
本
の
陰
陽
道
で
は
反へ
ん

閇ば
い

と
も
い
う
。（「
中
国
か
ら
日
本

へ
―
星
を
め
ぐ
る
民
間
信
仰
」
佐
野
賢
治
編
『
星
の
信
仰
』
所
収　

窪

1994

：327

）

（
6
）
疫
神
の
災
厄
を
払
う
た
め
に
家
の
四
隅
と
国
の
四
方
の
境
で
行
う
陰
陽
道
の
祭

祀
。（『
現
代
語
訳
吾
妻
鏡
』
9　

五
味
・
本
郷
・
西
田
編

2010

：203

―204
）

（
7
）
暦
注
で
、
一
年
に
太
歳
と
太
陰
と
客
気
（
一
説
に
害
気
）
と
が
合
う
こ
と
。
大

凶
で
、
こ
の
年
は
災
厄
が
多
い
と
さ
れ
た
。（『
広
辞
苑 

第
六
版
』　

新
村
出
編

2008

：1163

）

（
8
）
白
い
虹
が
太
陽
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
で
、
中
国
で
昔
、
国
に
兵
乱
の
あ
る
凶
兆
と

さ
れ
た
。
白
虹
は
白
色
に
見
え
る
虹
で
兵
の
象
、
日
は
君
主
の
象
。（『
広
辞
苑 

第
六
版
』　

新
村
出
編

2008

：2266

）
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2016　
『
現
代
語
訳
吾
妻
鏡
』
別
巻　

吉
川
弘
文
館

小
村
純
江

2020　
『
妙
見
信
仰
の
民
俗
学
的
研
究
―
日
本
的
展
開
と
現
代
社
会
―
』　

青
娥
書

房

小
村
純
江

2021　
「
現
在
の
鎌
倉
地
域
に
お
け
る
妙
見
―
民
俗
学
的
視
点
か
ら
」
佐
野
賢
治
編

著
『
現
代
民
俗
学
考
』
所
収　

春
風
社

佐
野
賢
治
編

1994　
『
星
の
信
仰
―
妙
見
・
虚
空
蔵
』　

渓
水
社

佐
藤
和
彦
・
谷
口
榮
編

2007　
『
吾
妻
鏡
事
典
』　

東
京
堂
出
版

沢
寿
郎

1985　
『
知
ら
ざ
れ
る
鎌
倉
』　

鎌
倉
朝
日

下
中
直
人
編

2005　
『
世
界
大
百
科
事
典
』
14　

平
凡
社

白
井
永
二
編

1995　
『
鎌
倉
事
典
』　

東
京
堂
出
版

新
村
出
編

2008　
『
広
辞
苑 

第
六
版
』　

岩
波
書
店

高
井
正
俊
監
修

2016　
『
建
長
寺
―
そ
の
す
べ
て
』　

か
ま
く
ら
春
秋
社

中
西
用
康

2008　
『
妙
見
信
仰
の
史
的
考
察
』　

相
模
書
房

平
瀬
直
樹

1884　
『
鎌
倉
北
條
九
代
記
』　

思
誠
堂

大
藤
ゆ
き

1977　
『
鎌
倉
の
民
俗
』　

か
ま
く
ら
春
秋
社

大
貫
昭
彦
・
水
澤
清
之

1981　
『
鎌
倉
の
石
仏
』　

真
珠
書
院

奥
富
敬
之

1999　
『
鎌
倉
史
跡
事
典
コ
ン
パ
ク
ト
版
』　

新
人
物
往
来
社

鎌
倉
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
文
化
財
保
護
課
編

1971　
『
と
し
よ
り
の
は
な
し
』（
鎌
倉
市
文
化
財
資
料
第
7
集
）　

鎌
倉
市
教
育
委

員
会

鎌
倉
市
教
育
研
究
所
編

1993　
『
か
ま
く
ら
子
ど
も
風
土
記 

中
』　

鎌
倉
市
教
育
委
員
会

金
指
正
三

1974　
『
星
占
い
星
祭
り
』　

青
蛙
房

窪
徳
忠

1994　
「
中
国
か
ら
日
本
へ
―
星
を
め
ぐ
る
民
間
信
仰
」
佐
野
賢
治
編
『
星
の
信

仰
』
所
収　

渓
水
社

国
立
天
文
台
編

2022　
『
理
科
年
表
』2023

（
机
上
版
）　

丸
善
出
版

五
味
文
彦
・
本
郷
和
人
編

2007

～2010　
『
現
代
語
訳
吾
妻
鏡
』
1
～
8　

吉
川
弘
文
館

五
味
文
彦
・
本
郷
和
人
・
西
田
友
広
編

2010

～2015　
『
現
代
語
訳
吾
妻
鏡
』
9
～
16　

吉
川
弘
文
館

五
味
文
彦
ほ
か
編
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2013　
「
日
本
中
世
の
妙
見
信
仰
と
鎮
宅
霊
符
信
仰
―
そ
の
基
礎
的
考
察
―
」『
佛

教
史
學
研
究
』
第
五
六
巻
第
一
号　

佛
教
史
學
會

福
田
ア
ジ
オ
ほ
か
編

1999　
『
日
本
民
俗
大
辞
典 

上
』　

吉
川
弘
文
館

福
田
ア
ジ
オ
ほ
か
編

2000　
『
日
本
民
俗
大
辞
典 

下
』　

吉
川
弘
文
館

貫
達
人

1996　
『
鶴
岡
八
幡
宮
寺
―
鎌
倉
の
廃
寺
』
有
隣
堂

貫
達
人
・
川
副
武
胤

1980　
『
鎌
倉
廃
寺
事
典
』　

有
隣
堂

丸
井
敬
司

2004　
「
鎌
倉
幕
府
と
妙
見
信
仰
―
鎌
倉
幕
府
で
行
な
わ
れ
た
尊
星
王
法
に
つ
い
て

―
」『
鎌
倉
』
第
九
十
八
号　

鎌
倉
文
化
研
究
会

三
浦
勝
男
編

2005　
『
鎌
倉
の
地
名
由
来
辞
典
』　

東
京
堂
出
版

村
上
重
良

1988　
『
日
本
宗
教
事
典
』　

講
談
社

湯
山
学

1999　
「
晴
明
石
の
謎
―
鎌
倉
山
ノ
内
の
内
と
外
―
」『
鎌
倉
北
条
氏
と
鎌
倉
山
ノ

内
』（
南
関
東
中
世
史
論
集
第
五
集
）　

光
友
会

引
用
参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

神
奈
川
県
神
社
庁　

https://w
w
w
.kanagaw

a-jinja.or.jp/

（2022.11.13

）




